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士化制sιζつ4者Fましては附4卯拘刷15硝6耐f年ドg度主カか.ら均処L、す むに

22ヵ1軒町逃跡的B暗証を終(L.、本年度は2ヵ所内i書跡

的発倒湖1まな繋純いた しました‘

今白1の!IIll'i."-おき i~τは、 地方j躍跡より 朝1"ic1l.1代
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伊j 言

1. *告11釣，IHま紋川市上 Itチ f品川守 純ノ沢(J世1ï)iJ跡〉、上~t手袋日1字~J ノ沢 (fiBj産品事}ι所在

1'6千も逃跡的発舷日開伐材i告みである。

2 本fUi告，1H忠誠在員及ひ潟資1IIi除員の協力を得て石郷偶該ーが編集したものである。

3. .'l<fll告 i1iの執況はI也H遺跡ー百郷I~;J~一、 rJlj~i筒、台 B池島事-l;'~μl誠}、内持続が拘1i t 、

e丹原が補1i1iLたの lili記以外!-;t'1詰僚が抑当した。

4 経f説明也、被略作業内i品似で下;it.!の島氏よりt時報、 ω'1i雪を郎わっfニ。
小判、 i書割"倒壊院k与~J 、 株織的 Ut並t道k7:) 、 富線事II!j(1:大111~古文化球} 、ぬfjf:i後三郎

(早f品川J、学J

5 島池島患の、1I.If，i図、 J:駒l酎111i 1週中の PI~上1.:iU， ') 、 S!t7i(.睡Hピ示し、 { i 7.! i~信組')1刈の布織、 一行匙

等的外形骸lに?;t.7スフアル j.f宇治物円前H有を吊した.

6 発11l:調1<.ιよるHt:J.，泌物、 安部l閥、び氏、 その他的記録昨秋I.lJm数百香員会均保管する.
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調査の鞭要
調査に至るまでの経過

秋111市南東部地域は、昭和56年 6月の秋田空港の開港、東北横断自動車道秋田線秋田インターチ

ェンジ開設予定等、空陸両面の交通の要衝に位置する所である。このような状況の中で南東部地域

における御所野地涯については特に広大な台地であることから、いち速く開発可能性等についての

各調査が実施され、県市総合計画においても産業、住宅団地が一体となった総合的ニュータウン口

臨空港新都市として具体的に位置づけられた。

昭和55年に御所野台地全体の分布調査を実施し、約30カ所の遺物散布地を確認した。昭和56年度

は開発計画地域内の西部工業団地造成に先だち、下堤D遺跡(秋田市f下足D遺跡発掘調査報告書J

1982年 3月、秋田市教育委員会)の発掘調査を行った。 昭和57年度は今後の開発計画に対処するた

め55年の分布調査に基づき、 3カ月間で遺跡の範囲確認調査を実施し、その結果、台地上に24カ所

の遺跡を確認したのである。開発計画地内の 3カ所の未確認地区を加えると27ヵ所の遺跡(下堤A、

B、C、D遺跡、坂ノ上A、 B遺跡を除く)が存在している(第 1図 御所野丘陵部における遺跡、

及び周辺遺跡)。範囲確認調査の結果に基づき関係機関と協議を重ね、引き続き年度別に計画的な発

掘調査を実施することとし、昭和57年度は下堤G遺跡、野畑遺跡、湯ノ沢B遺跡、坂ノ上C、 D遺

跡(秋田市下秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書J 1983年 3月、秋田市教育委員

会)、昭和58年度は坂ノ上E遺跡、湯ノ沢A遺跡、湯ノ沢C遺跡、湯ノ沢F遺跡、湯ノ沢G遺跡、湯

ノ沢H遺跡、野形遺跡(秋田市「秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書J 1984年 3

月、秋田市教育委員会)、昭和59年度は下堤E遺跡、下堤F遺跡、坂ノ上F遺跡、理崎A遺跡、湯ノ

沢 D遺跡、深田沢遺跡(秋田市「秋田臨空港新都市開発関係i型蔵文化財発掘調査報告書J 1985年 3

月、秋FH市教育委員会)、昭和60年度は地蔵田昌遺跡、台A遺跡、湯ノ沢 i遺跡、 58年度に調査した

湯ノ沢F遺跡の北西部(秋田市 γ秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書J 1986年

3丹、秋山市教育委員会)の発掘調査を行った。

昭手1161年度は地方遺跡、台日遺跡と下堤C遺跡の一部の発掘調査を実施した。

調査期間と体制

調査期間昭和61年 4 月 24 日 ~12月 9 日

調査主体者 地域振興整備公団

調査担当者 秋田市・秋田市教育委員会

調在 員 菅原俊行、石郷|司誠一、西谷隆、安田忠市(秋田市教育委員会文化振興課)

派遣調査員 谷地 薫(秋田県明蔵文化財センター)

調査補佐員 船木佳久子、佐々木久和

調査協力員 五十嵐芳郎(秋開考古学協会会員)、石川恵美子(明治大学大学院)

調査作業員 鈴木銀一、鈴木長治、鈴木末蔵、鈴木一美、三浦竹治、三浦 磐、三浦吉男、秋本与



次郎、堀井曜車場、水針金光、佐々木多治郎、鈴木茂治、 fjl蟻金二、 加賀谷~i之刷、 ~"

t~谷金一郎、 鈴本銀三郎、網野線師、網野健一、佐々木3臣官、鈴木雄一、健峨暖ニ、

渡2臨謙治、 {在々木小一郎、議択聖書抽、渡部金政郎、蹄木慶子、鈴木ツヤ、鮪本ウメノ

路木鈴-f-、島木博子、 _.浦千枝子、三浦初枝、 三浦トミ エ、三浦タキ、三浦ナ "、三

浦トキ干、佐々木フミ、佐々木久子、工藤キタ詳、熊谷文子、宮凹 §キ干、商品綾子

伊厳ヒメ干、 伊員事 ::I~ドr、 設省i$ヤ込子、会場京子、渡部アイ子、 縫穏や不子、渡穏や

祭、償辺ツミ 、佐々木創ゾ、佐々木縫干、高輔 uシ子、高崎ミ 晶、 岨IJt.，子、告是正常ア

キ、加"1特ヒデ、杉沢フ ミ、生長沢φエ子、電極沢 ミ妙子、議択 ，?，品、lfl1子沢ミ今、型E

暗証チ n 、 蹄氷 ヒヂ、 蹄木 包ヂ干、 拍'"ヵ~.~、持主チよ民、睡輯キ ご、 鎌田 フ ャ、，j、ま

緒子、佐縦アγ干、 持木、ノ ワ、伊厳礼子、姻野 γタヨ、電車沢ヲサ

盤型車作業員 三浦秋千、騎井f~干、姻井寧子、伊勝秀干、佐々木前子、同千恵子、 拍木弘子、竹田

加持子、渡辺E証拠、米博由紀子、 佐々木能子、和問蕊己、今野 t齢、後藤進張、麻生

博英

事務員伊磁波子、奥村典子、信太 録

調査の方法と経過

調査~I:I.告遺跡ごとに任意の原点を快めて東西南北{酷北} に高島串織を伸り、純望正区全体に大ダリ

"/ l-'(40mX40m)官設定し、さらにその中に小グリvド(4mX4m)を設定し、 単位グリヲド也し

たe 大ダリマドは(1- n)、小グリ夕刊ま東西(X軸〉に教宇(1-10)、岡北(Y軸)巳アルフ γベ ヲ

ト(A- J)を配し、その組み合せで遺跡番号、大〆リヲ ド番号、小グ9.， i-'の朋に呼体する二とと

L f..: ~ 

発!li!絢ユ配は、 地方i置蹄〈泌-%)、 台 8鴻跡(~-U)、下堤C遺跡(!巧-%)の自慢で実施した.

地方i担制:は小向地 〈坂ノ上A、B遺跡)ととも'"普から土俵、右犠の録集できる所として知られ

i241fH久米雄氏らによ 。て収集されている。ヰれちによると織文時代瞬糊全胞の漬物が見'-'ft，減
跡の広さ専から集務の存在も予想された。 調従総操は織士時代焼酎の他に中期末黛の聾落、 域~JtI!の

土品五越群が検出された。

台8;宮跡は米崎削確認地域内 〈佐々木選閥、 中北学地医}にt.>勺た遺跡で、 ζの地区は広純闘で

あ勺たがi且跡はニ砲台B遺跡的みの確認で、 iII跡の焼慎も'1、d<、択をど隔てたl旬、制lの地方遺跡的

縄文時代中期末現之 同時期の住居跡が検出された。

下誕C遺跡は制和47年 7月、下j是鴻跡では初めて験出された平安時代の朴沼跡を時総した地区で

あり、二の住桜跡を中心にA地区 CF~A遺跡} の憐接地支で表土除去作捧を待、.、本調主は米年

の 4月から実絡するニと巳したものである.

{設) r鋤野自久米紙百νタシ aン儲揖」考古図師鄭zm19n年 1).J 駄目県立問物館

-2-



昭和61年度来跡来所者 (順不同、敬称略)

桜田 降、児玉 準(秋田県埋蔵文化財センタ一八富樫泰n寺f秋田県文化課入 1愛 情(秋|丹市議

会議員)、安斎正人(東京大学入熊谷太郎(秋田市立商業高校入高原秀治(東京工業大学入鶴丸俊明

(札幌学院大学)、 1I1日義伸、成問滋彦(青森県埋蔵文化財調査センター)、上ILI春平(京都国立博物

館)、八賀 ilr(三三重大学入永111烏正春、阿部義平(開立膝史民俗博物館入長崎潤ー(早稲田大学入菅

谷文則、蘇 哲(奈良県立梅原考古学研究所人格山林権、小林達雄(国学院大学)、羽賀憲二、上野

秀一(札幌市教育委員会人舘野 孝(東京都昭蔵文化財センタ一人本同嘉之(法政大学)、高島芳弘

(八戸市博物館)、清藤一11国(市原市文化財ーセンター)、高谷好一(京都大学)、横山英介(北海道大学入

稲UI孝 FtJ(同山大学)、進藤秋Wf!i(多釘城跡調在研究所ー)、佐藤庄一 (Ül 形県 i文化ft~O 、加藤 稔 (1Li形県立

博物館八安蒜政ftWC明治大学)、佐藤由美(浜松市人小型f忠一(秋111市立四ツ/J、屋小学校入杉沢文治

(秋田姓氏家系研究会)、歴史を学ぶ会(東部公民館人家庭婦人学級(南部公民館)、港婦人学級(土l崎

公民館)、御野場婦人会、秋田市文化財保護協会、秋田考古学協会

qu 
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御所野丘陵部 遺跡 一 覧表

腿 聞 電量 認 調 査 ~ 繍 調 査 適 跡

書普 壇画・ 名 wi 在 地 時 代 遍 慣d 雄 日 調査修tt 調査 面 簡 d 内 容

下 樋 E 枇岡市1"1'"小属小嗣瞳字下蝿
‘ 

文 5.625 畑 5 g 33咽 ‘文{申甥}聾帯

2 下 11 P . . ， 14.375 ， 5 9 札価。 縄文 {刷、中期〉畢軍

3 下 壇 G . . 回百量、縄文 E中J >.α調印 山 休館野 も・3 1.出訓。 廊百雷、縄文 〈鋼、中期》置車

4 ‘ /.tC ' 箇ッ"、極小再瞳牢恒/.t 縄 宜 6.鎖国 ， 5 1 1.000 U (中.晩期〉

s .. 土 D . • ， 14，0曲 . 5 7 上国調。 縄文〈中、 量刻}

6 甑 ，上 E . . . 15，000 . 5 8 S.出陣 縄文 {中川 鵬 、ト10eJ!a炉

7 S匝Jよ P . • • 37.810 • 5 9 18，800 縄文 {ゆ期 a陸軍、弥生住居跡

8 担崎 A - 凹'1小属小岡地牢間崎
‘ 
文 {韓} 13.750 也、 山林原野 5・ 1白制。 縄文側、問 〉土崎 、融舘脇

9 理崎 B • • 111 主 11.2却 鼠 野

10 地摘E回 A 仰 相川j、Ii"''l''怯窓寧地車問 l白石鶴、縄文、平安 30.例刻。 畑

11 地面IW B • • 縄文 {申暁〉、弥生 25，制 山 林原野 6 0 12.制国 1白石曹、 縄 〈中期〉 聾帯、弥生盟書樹木勝

12 渇 ノ沢 A H 四"，小車京F官級'ふ*溺J沢 縄 文 21，555 • 5 8 3.岨抽 縄文【申期 弥生住居跡

13 調 ノ訳 B • • 縄文 〈側、中〉 5，町JO N 5 7 2.340 縄文(ゆ刷 蝿帯、平安銭厨肺

14 ‘'浪 C • N 縄文{中幌)弥生 11.565 N 5 8 4，1叩 縄文{巾期 蝿躍

15 溺ノ沢 D • N 縄 文 {中} 35.脚 畑 5 9 3.220 縄文 (中附 "帯

16 揖 ノ択 E • • 縄 文 i.出JO . 5 6 1.020 縄文{後間

17 掛ノ択 F • N 縄文、土師、須恵 5.310 • 58・60 4.4∞ 弥生、土拡 平安調座 (40基}

lij 掛 ノ択 G • N 縄 文 (後) 1，300 原 野 5 6 4叫 縄文 {畿剛}

19 掛 ノ訳 H • . 縄 文 5.制。 燭 58 η。 縄文 【前、中、暗期}住島都

却 野 燭 ' よ北平副所野宇野畑 縄 文 {中) 1，前S 山 林 5 1 制。 縄文 {ゆJI)聾11

21 野 耳望 • • 土 師 須車 5，制。 山 陣原野 5 8 鍵割目 平安住腸跡、富買事

n ，. 隠民 ' 上北，'1'古野寧源罰沢 縄 文、 平安 6.町S 畑 5 9 3.320 寧唱官建噛跡、住居跡

包 台 A - 土:Jt下古野宇台 . 8，制。 • 6 0 2.血JO U (申刻}蝿車

剖 壇 方 - 上北曙号、園田寧縄ノ択 縄 文 〈暁〉 臼.610 趨 、蔵 野 6 1 11.割却 縄文〈申鯛〉蝿車、 {換耳障〉土渡益

z5 ‘ '訳 、 ' 聞""，、観車J!l1量本寧舗〆択 箪 • ‘・ 5.別冊 龍生

舗 技大a場 ' 目ツ小圃4咽地事担崎 畑 、原 野

n 台 B ' 土;tt~込梅田牢守〆択 山 樟飯野 6 1 1.1却 縄文〈申鯛}



遺跡の位置と地形・地質

位置

秋田市街から国道13号線を南下し、仁井田、横山を過ぎ、坂を登ると標高約40m前後の広大な台

地が開ける。これは奥羽本線四ツ小屋駅方聞からもよく見える平坦な台地であり、御所野台地、末

戸台と呼ばれている。この台地が秋田新都市開発整備事業計画地域である。

各遺跡の位置については第 1図、 「御所野丘陵部発掘調査遺跡、範囲確認調査遺跡及び周辺遺跡J

を参照されたい。

地形・地欝

遺跡の存在する地形は、大別して和田丘陵と末戸台台地に分けられる。和田丘陵は平坦面をあま

り持たなし、。しかし、定高性を持った標高60~150m のかなり開析を受け寸こ老年期地形を示し、地形

は第3系鮮新統に属する青色砂蟹シルト岩(笹何層)と青灰色塊状泥岩(天徳寺層)、それに中新統に

属する n青灰色泥岩(船JII 層)などからなっている。末戸台台地は標高25~50m 強で、その表面は大変

平坦である。この台地は和田丘陵と接して数段の段丘を識別できる。これらは内藤の区分からする

と、上位から標高45~50m 強の椿合段丘、標高40m 強の上野台段丘 I 、標高35m 強の上野台段丘豆、

標高25m強の宝竜il時段丘の 4段階に分けられる。(第 2図)

椿台段丘

宕見)1I 右岸末戸台台地では45~50m 強の座高をもっ、いわゆる椿台間をその堆積回とする椿台層

が摩L、探(最大径10cm前後)、砂、粘土の互層で構成されている。ただ基底高度はわからない。岩相

は最上部に 1~2m 褐色の粘土質火山灰層があり、次に際、砂、粘土の互層で、砂礁の部分でしば

しばクロス・ラミナ(斜交葉理)がみられ、砂土あるいはシルトは水平な細かい層理をなすことが

多い。層厚をみると、際層はうすく、砂、粘土層が厚L、。その下部は第3系の泥岩(船)11層)や砂質

シルト(笹伊j層)となっている。内藤はこの椿台面を関東の下末吉加に対比している。 地方遺跡は、こ

この椿台段丘に位置する。

上野台段丘I

末戸台台地で椿台段丘の南側に標高40m強でついている段丘が上野台段丘Iと呼ばれている。表

層の 1~2m の粘土質火山炭層を除くと、段丘堆積物は最大窪20~30cmの磯層であり、厚さは 5m

程度で、その下部は第 3系となっている。台B遺跡は、この上野台段丘 Iに位置する。

上野台段丘:II

末戸台台地では上野台段丘Iとの比高が 5m強である。段丘堆積物の岩相は、上野台段丘 Iとほ

ぼ同様で、層厚は 5m前後である。内藤によれば、厚L、信者層の下部は椿台層に当るとしている。

段丘堆積物の特徴は、上野台工 .II面で、は最大径30cm前後の亜門礁を主体とする。ほぼ一様な磯

層をもち、河川堆積物で、!享さも加味すると官見111などによる河成の浸食段正面と考えられる。権

台、上野台 I 、 E 聞の各面をおおっている層厚 1~2m のシル卜分を含んだ粘土質火山灰層は、男

- 9 -



鹿半島の寒風山が起源と られている。この粘土質火山灰層の表面細粒物質の風化状態をみ

ていくと、椿台、上野台 I 、日間では黒色土の下の細粒物質のうち、上古r~50~100cmが明褐色を呈

し、下部は灰色で、境は漸移する。また、土壌国を見ると、椿台、上野台工、日面をおおう土壌は

し、わゆる高岡 2統に属していると考えられ、比較的大きい円礁を混入していて、黒色土層を!享く堆

積させている。この膚中には火山ガラスを混入しており、火山灰が関係しているものと推定される。

(註 1) r秋田県岩見川流域およびその周辺の段丘についてJ 内藤博夫 1965年 第 4紀研究第4

巻第 1号

(註 2) r地形、表層地質・土壌、秋田J 経済企画庁土地分類基本調査 1966年

「八郎潟の研究J 秋田県教育委員会 1965年

「火山活動と地形J 村山馨 大明堂

r秋田

1955年

日潟の火山拠出物についてJ 林宏地質学雑誌第61巻第717号

弘

m
 

nu 
nu 
n
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司
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ム

第2図 段丘及び遺跡の位墨
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遺跡の概観

遺跡は、国道13号線を大曲方向に南下し、御所野三叉路から 500m進んだ東側に位置する。遺

跡、の立地する台地は、標高46m程の広大な台地で、北からは大きな沢が 2本入り込んでいる。

調査の結果、縄文時代中期の竪穴住居跡、 IJ}EJtHの竪穴住居跡、 j二拡墓などが検出された。また主

な出土遺物には、こと器・石器の他に土偶・土問ーなどの土製品、勾玉・小玉などの石製品がある。

遺跡の東約 400mの所には、縄文時代中期の台A遺跡がある。

遺構と遺物

縄文時代中期

1号住居跡(第 31翠)

調査区の東端北側で検出された。

プランは長事li6.0m、短軸5.5mの楕円形を呈する。確認面からの深さは10cmで、壁は斜めに立

ち上がる。西側はゆるく傾斜しており、北西の壁は削平され検出できなかった。ピットは19個検出

されており、主柱穴は住民内を周る深さ21cm以上のピットである。炉は南関側に位置しており、新

!日二時期認められた。 1期 II期の炉を{乍るときに全て壊され埋設土器の抜き取り痕跡だけが下部

から検出された。 II期一石間い土器埋設部、石組掘り込み部、掘り jるみ{;:[)からなる。石関い土器埋設

部には深鉢形土器を正立して据えており、周辺および石組揺り込み部は熱を受けーて赤変している。

掘り込みは壁に接しており両側にピットがみられる。 IIJ切の埋設土器は、 I期よりも位置を外側に

替えており、向日寺に炉も拡張され、それに伴し、住居を一回り大きくしたと思われる。床面は堅く良

好である。

出土遺物

土器(第17・20・21図)

1 ・ 2 は E 期炉の埋設土器で-ある。腕部が膨らむ深鉢形土器で‘口縁下に沈線 r2<~画による磨消し帯

によって J 字状に文様が展開する。 15~42は覆ごとから出土した。沈線区画の磨消し帯によって文様

が施され、日:画内に刺突を有するものもある。 32は波状口縁で頂部に耳状の突起がある。口縁に沿

って隆線が付ーされ、下方は沈線と円形束IJ突文で、文様がt{:白かれる。

2号住居跡(第 4図)

調査区の東端で検出された。

プランは径 6.1mの円形を呈する。確認面カミらの深さは43cmで、壁はほぼ雫誌に立ち上がる。時

!直下にはi橋30cm、深さ 40~50cmの周溝が認められる。ピットは大小29個検出されており、周溝上に

深さ23cm以上の柱穴が等間隔に並び、主柱穴は床面上の深さ27cml)、上のピット 4{聞が考えられ、四

角形に配置されている。炉は東側に位置しており、新!日二時期認められた。 11切-II期の炉を作る

ときに壊され、埋設土器の抜き取り痕跡だけが下部から検出された。 日卸]-1Jmと同位置にあるが

堵設土器の位置を東に若干替えている。石間 L 、 ~I二部開設庁1)、石組掘り込み郎、掘り込λ rili からなり、
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石間い土器埋設部には深鉢形二1-:器を正立して据えており、周辺および石組掘り込み部は熱を受けて

赤変している。特に石組掘り込み部は堅く、焼け面を形成している。掘り込み部は東壁下の周溝に践

している。床面は平J:r'[で堅く良好である。

本住居跡は、 E期炉の拡張に伴し、一向り大きく拡張したものと思われる。床面の一部は晩期の土

拡墓によって壊されている。

出土遺物

土器(第17・21悶)

3は llj切炉の埋設土器である。日縁部、!底部は欠損し、器表面は長IJ落が著しく、二次火熱を受けー

赤変している。地文は RL の単節斜縄文(縦回転)である。 43~46は覆土から出土したo 43・44は

*[[!¥，、腹帯で区画した中に京IJ突文が施される。 45はへラ状工具による細L、沈線で、文様が描かれる。

石器(第23・24図)

1は縦型石匙、 2は削器、 6は側縁部に加工が施された万状の石器である。 7は磨石、 8は石阻

である。

3号住居跡(第 5図)

調査区の東側で検出された。

プランは径 3.3mの円形を呈する。確認聞からの深さは15crnで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピ

ットは13{回検出されているが主柱穴については不明である。炉は事ITI日三期の作り替えがみとめられ

る。 I期一中央やや北にあり最も古い。土器埋設部と掘り込み部からなる。深鉢形土器を正立に措

えており、周辺は火熱を受け赤変してし、る。 II期一南側に位置し、土器埋設部と拙り込み部からな

る。深鉢形土器を正立に据えているが、部期の埋設土器に半分壊されている。周辺および掘り込み

部は火熱を受け寸'f，変している。聞期一耳期炉と基本的に同じであるが、埋設土器を北西に移行して

いる。床面は平坦で堅く良好である。住居跡北壁は晩期の土拡墓に壊されている。

出土遺物

土器(第17・18・21図)

4~6 は炉埋設土器である。 4 は RL の単節斜縄文(縦回転)である。 5 は沈線区画の磨消し帯

を有し、地文は LR の単節斜縄文(縦回転)である。 6 は仁l 緑吉I~が外皮し胴部が膨らむ深鉢形土器

である。沈線区画の磨消し帯で文様を打iiき、地文はLRの単節斜縄文(縦回転)である。 47・48は

覆土から出土した。 48は縦に了SJ宇状結節が走る。

石器(第23・24図)

3は磨製石斧、 9は石阻)十で、ある 0

4号住居跡(第 6図)

調査区の東側で検出された。

プランは長Ifl!l12.5m、短q1rl12.2mの稿円形を呈する。確認問からの深さは14crnで、壌はほぼ垂直に

- 19 -
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A A' 47.60m 

込了¥'¥7下旬 f ー/ 一一--そこゴ2 

3 

B 第第第2l 層!脅
-炭化物混入 B I 47.50m 

3層

5図 3号住居跡

立ち上がる。ピットは13儲検出されて L、るが主柱穴は不明である。炉は新旧二期認められた。 I期

一中央東側に作られた古い炉である。土器埋設部と掘り込み部からなる。廃棄後に貼り床されてい

る。 E期一南側に作られている。土器埋設部と掘り込み部からなるが、理設土器は抜き取られてお

り認められない。周辺は火熱を受け赤変してし、る。床面は平坦で良好である。

出土遺物

土器(第21図)

49は小破片である。竹管状工具による刺突文が施されてし、る。

5号住居跡(第 7図)

調査医東側で検出された。
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プランは長lM13.5m、鎧Ivdl3.2mの

構内7診を呈する。確認、出からの深さ

は 4cmであるが、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。床面積の半分近くは晩期

のごと拡慕に壊されて:おり、ピット数

・炉の形態等の詳細は不明である。

把揮できるピットは13個認められる

が、主柱穴は不明である。炉は石田

し、炉と居、われる。埋設土器は認めら

れなかった。周辺は火熱で赤変して

いる。床面は平坦である。

出土遺物

土器(第21図)

<(1 

8' 

B 

<(1 

50・51は覆土から出土した。沈線

区!萌の磨り消し帯を有する土器片で

ある。

A A' 
47.60m 

石器(第24図)

10は磨石である。

3 4 1 

2 第1層 11奇褐色土、焼土炭化物混入
第2層 福色土、焼土ブロック混入
第3層陪黄褐色土
第4層焼土

6号住居跡(第 8図) B 8' 47.60m 

調査区東側で検出された。

プランは長車riJ2.6m、短軸2.4mの第1層 11自黄褐色土、炭化物混入
第2層 11音黄褐色土、焼土多量混入 4 

楕円形を呈する。確認面からの深さ第3層褐色土

は14cmで、壁はほぼ垂直に立ち上が

る。ピットは壁沿し、に 9個検出され 第 6図 4号住居跡

ているが、主柱穴については不明である。炉は中央商側に作られており、土器埋設部と掘り込み部

からなる。土器埋設i'mには深鉢形土器を正立に据えており、周辺および掘り込み部は火熱を受け赤

変している。床面は平坦で堅く、良好である。

出土濃物

土器(第四.21図)

7は炉i埋設土器で、口縁部がタト反し、胴音[)が膨らむ深鉢形土器である。口縁部は磨消し無文帯で

胴部には沈線区画の磨消し帯で J字状の文様が展開される。地文はRLの単節斜縄文(縦回転)で

ある。 52~58は覆土から出土した。日縁音[)は磨消し無文帯で、沈線で医画されている口

7号住居跡(第 9図)

- 21 -
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調査!玉東側で検出された。

風倒木痕、晩期の土拡墓によ

って一部壊されている。

現存するプランは、長車fu7.9

m、短[11IJ]6.0 mの楕円形を呈 ごさ

する。確認聞からの深さは l

~ 2cmと非常に浅い。ピット

は 6{閤検出されてし、るが主柱

穴は不明である。炉は北側に

作られており、ゴ二器:l:IR設吉r~ と

掘り込み部からなり、間には

J擦が組まれている。周辺は火

熱で赤変している。土器理設

部には深鉢形土器が正立に据

¥0:1 

ベノ

¥0:1， 

えられている。床面は平坦で A 

良女子である。

A' 
47.60m 

出土遺物

お器(第24図)

11は磨石、 12はくぼみ石で
B 

ある。

8号住居跡(第10図)

調査区の東側で検出された。 。 第11膏 11古褐色土 2m 

プランは長軸 3.3m、短車由

2.5 mの楕円形を呈する。北 7図 5号住居跡

東部は晩期の土拡墓によって壊されている。確認、面からの深さは16cmで、壁はほぼ垂直に立ち上が

る。ピットは 9個検出されており、四隅にある深さ25cm以上のものが主柱穴と思われる。炉は南側

に作られており、石間い土器理設部と掘り込み部からなる。深鉢形土器が正立に据えられており、

周辺は火熱で、赤変している。床面は平坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第18・22図)

8は口縁部が外反し、納部が膨らむ深鉢形土器である。経線と磨消し帯で文様を横方向に展開さ

せる。地文は LR の単節斜縄文(縦回転)である。 59~80は覆土から出土した。沈線i玄画の磨消し

帯を有するが、中には刺突文の施されるものもある。



石器(第23図)

4は縦型の石匙、 5は再IJ認である。¥ざ

土製品(第訪問)

1 vJ:三角形土製i弘、 2v工双口の士

製品で、ある。

9号住居跡(第11図)

調在区東側で検出された。

プランは長軸 2.8m、短車Ib2.5 m 

の楕内形を呈する。東南@北西部は

晩期の土拡墓によって壊されているo~

確認面からの深さは 2crnと浅く、大

部分間IJ平されている。ピットは 7個

検出されてし、るが主柱穴は不明であ A

る。炉は北側に作られており、土器

埋設部と掘り込み部からなる。掘り

込み部は北壌に接している。埋設土

器は抜き取られており認められなか主

った。周辺は火熱を受け赤変してし、

る。床揺は平坦で堅く良好である。

10号住居跡(第12図)

調査阪東側で検出された。

1 
第1層 1I者黄掲色土

8図 6号住居跡

も
/〆

A' 
47.50m 

B' 
47.50m 

壁は晩期の土拡慕、削平によって壊されておりプラン、規模は不明である。ピット・炉が検出さ

れており、その配置から推定すると径約 3.7mの円形を呈すると思われる。ピットは 6個検出され

ている。炉は中央よりやや東南に作られており、土器増設部と、掘り込み部からなる口土器埋設部

には深鉢形土器を正立に揚えている。間辺は火熱を受け赤変している。

出土遺物

土器(第四国)

9は炉;埋設土器で、ある。深鉢形土器の胴部であり、熱を受け赤変している。地文はRLの単節斜

縄文(縦回転)である。

11号住居跡(第16図)

調査区東側で検出された。

晩期の土拡墓、削平によって壊されており、プラン、規模は不明である。ピット、炉が検出され

ており、その配置から推定すると径約 2.9mの円形を皇すると思われる。ピットは 5個検出されて

-23 
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-ー~第 1 層
ili'Tf!B色土、一一 第2層
黄色粘土フロック混入第3層
11音褐色土、 第4層
炭化物・黄褐色粘土混入

IH![:f!B色土、
炭化物-

IIi:f褐色土
llì~f!D色土、焼土多量混入

第2層

A 

B '47. 50m B 

8号住居跡
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A A' 47. 40m 
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B' 47. 40m 

以/一一斗一二ア
第1層褐色土
第2層 黒褐色土、炭化物混入

第11図 9号住居跡

いる。炉は土器埋設部と堀り込み部からなるが、土器埋設部は土拡墓によって壊されてし、る。

12号住居跡(第13図)

調査区の東側で検出された。

晩期の土拡墓、自IJ平により壊されており、プラン、規模は不明である。わずかに住居跡にともな

うピット 3 個と炉が検出された。炉は土器埋設部と小さな掘り込み部からなる。土器埋設音I~ には小

形の深鉢形土器の破片が認められた。

13号住居跡(第14図)

調査区の東側で検出された。

晩期の二i二拡墓によって壁、床面は大部分壊されている。

プランは径 3.3mの円形を景する。確認、面からの深さは 6cmで壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピッ

トは 911菌検出されており壁沿いに周るものが多い。主柱穴は不明である。炉は中央より北側に作ら

- 26 
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第12図 10号住居跡

れており、石間い土器埋設部と掘り込み部からなる。こと出i里設庁I~ には深鉢形土器を正立に揖えてい

る。周辺、および掘り込み部は火熱を受け赤変してし、る。床面は平坦で堅く良好である。

出土漬物

土器(第18図)

11は炉埋設土器である。波状ロ縁をなし、口縁音sが外皮し、日同部が膨らむ深鉢形土器で、ある。沈

線区画の暦消し帯を J字状に展開させる。地文はRLの単節斜縄文(縦回転)である。

石器(第;24図)

13はくぼみ石である。

14号住居跡(第15図)
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13号住居跡
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B I 47. 40m 
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|的資褐色土、炭化物混入
焼土

第14図
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7 6 8 

2奇褐色土 第5層
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351号土紘基

~一戸づ九¥

337号士J志望 B B〆46.70m
s 

2 I 

第1関 11計局色土 、一

第2層陥賞褐色土

A 
A I 46.90m 

。 2m 

15図 14号住居跡

調査区の東側で検出された。

晩期の土拡墓、削平によって壊されており炉の一部と住居跡に伴うピット 3個が認められた。プ

ラン、規模は不明である。炉は二期検出されているが新旧関係については不明である口 I期一北東

部に位置する。埋設土器と焼土が認められるが、埋設土器は深鉢形土器を正立に据えている。 11J羽

一中央部に位置する。石田い土器埋設部と石組部からなる。埋設土器は壊われており破片が多L、。

出土遺物

土器(第18図)

10は I期炉の埋設土器である。深鉢形土器の網部であり、沈線区画の磨消し帯で文様を横に展開

させている。

15号住居跡(第16図)

調査区東側で検出された。 撹乱によって大部分壊されている。
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11678901 111368043号号号号号号住住F住住住E居居牌居肘居跡跡跡跡跡跡 炉炉炉炉炉副照埋哩埋埋却埋設設設設設設土土土土土土器器器器器告訴 。~
10cm 

第18図遺構内出土土器
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第19図遺構内出土土器

プランは長軸2.9m、短軸2.3mの楕円形を呈する。北側に焼士が認められるが炉かどうか不明で

ある。床面は凹凸があり、軟弱で不良である。

土器土壁設遺構

1号土器埋設遺構

調査区東側の 2-10-Jグリッドの地山ローム面で検出された。掘り万平面形は楕円形を呈し、

長径34cmを計り、深さは34cm程掘り込まれている。 13は埋設土器で、口径26cm、器高40cmを計る深

鉢形土器である。平縁で、立縁部がわずかに内反する o 1節目状工具により流水文が施されている。

2号土器埋設遺構

調査区東側の 2-6-Fグリッドの地山ローム面で，検出された。掘り万平面形は、円形を呈し、

径26cmを計る。 14は埋設土器で、深鉢土器の腕部である。中央部に円形の貼り付文を有し、沈線で

区画される。地文は撚糸文である。

- 34-



門
川

υハ川

♂__.....-..よh 可睡感、
晦~ .~与

;4 ← 守主r

i民;ぷ沼弘-- -!~: 
守、... ・企苫血牟a・・、

~~':"""今悼ふ4ニキ ‘ 
.:~均占ご干・.... -:.-.::宣明F
手、埼造反ニ託碍号ア

"~~~"'n_ 19 

15 

パパ
υμ

パ
バ
川
パ
U

接持鴨志 11
議欝議r/ I 
、呼一人宅、色、u¥'噌 γ Ir'; 

1号{主)足跡15-34 

28 

10cm 。

器土ムム出



司主反主]骨書正

U品1 ，Eh 叫

ミミゐ と、 主コ えも
ミミミコ

》ー

吋とも とここ3

主二ミミ 1

とごこコ

ミヒ-:::r: ;5 

43 

トcぞ呂プ:;コ 3‘ML、と奇'砂海司b 

ミョ c ミ二三 えミミ子、 亡ミ二ミ



門
ハ
川
パ

μ

77 

U惑lu
70 71 

78 

~一
~ ~ 

37 -



3号土器埋設遺構

の 2 6-Fグリッドの地LL!ローム面で検出された。 2号土器埋設遺構に隣接してし、

る。掘り方平面形は、筏26cmのほぼ円形を呈する。 12は埋設土器で、推定 r~1 筏 23cm、器高32cmを計

る深鉢形土器である。平縁で、~~]縁部が「く」の字状に外皮し、腕部が膨らむ。頭部に束IJ突文を施

し、体部には網目状撚糸文が施されている。

出土土器

遺構内外出土の土器は中期末葉~後期初頭のもので、 I群土器を中期末葉、立群土器を後期初頭

とし、器形、文様から類研jした。

I 群土器(第17 ・ 18 ・ 20~22 ・ 27図)

中期末葉の土器を一括した。磨消し縄文が主体をなし、列点文、刺突文などもみられる。深鉢形

土器がほとんどである。

1類土器 (1~ 3 ・ 5~7 ・ 10 ・ 11 ・ 15~21 ・ 25~31 ・ 33 ・ 40~42 ・ 50~63 ・ 65~78 ・ 81~87 ・

90・91)

沈線区画の磨消し帯によって、曲線的な文様を施す土器群である。 rJ J・逆 rCJ字状文などが

展開される。

2類土器(8 ・38)

隆線と磨消し帯によって、曲線的な文様を施しており、さらに沈線に東日突文が施される土器群で

ある。

4類土器 (43・44・49)

陸線と磨消し帯によって文様を構成し、 i盗線に沿って、竹管状工具によって刺突文を施す土器群

である。

5類土器 (45)

ヘラ状工具により、細L、集合沈線が施されている土器である 0

6類土器 (46・48)

地文の縄文に横・縦の rSJ 字状結節が施される土器群である。

立群土器(第19・20図)

後期初頭と思われる土器を本群とした。

1類土器 (12)

頚部に刺突文を施し、体部には網目状撚糸文が施される土器である 0

2類土器 (13)

櫛状工具により、器全面に流水文が施される土器である。

3類土器 (14)

日間部上半中央部に円形の鮎り付け文を施し、そこを中心に沈線文で区画されている。 地文は撚糸

- 38 
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組-U文である。

4類こた器 (32) 

8号住居跡1・2、

日縁に沿って降線が施され、下部に

組]¥.，、沈線と円形刺突文で文様が施されている。

波状日縁をなし、

10cm 

2 

。

ハ
U
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ぬ

・

一

判

一

円

引

口ぢ

弘

47.60m 

ベム土支ター
第 1層
第2層
第3層

2号土拡

47. 30m 

モ三J
第l層褐色土、炭混入
第 2}霞褐色土、炭化物層
第3層 褐色土、炭・黄白色土粒子

焼土混入

47.40m 

「勺二J
第 1層 褐色土、ローム粒子・ブロック混入
第2層寅掲色土
第3層黄色土、粘質

民

黒色土
黒褐色土
褐色土
黒褐色土
黒褐色土
ローム粒子混入

~ベナ\ 除』

一

¥ミエコ:..--- 5号土拡

47. 20m 

第1層
第2層
第3層
第4屠
第5層

ブロッグ混入

110¥ .2 ~ 1 A 
r3 -ファ--4 ¥1 
r--6 ~三=ζ5 1 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

46.80m 

ヒ立三グ
第 1層黒掲色ごi二
第2層 黄白色土、粘質
第3層 褐色土、ロームフJロック混入
第4層
第5層

土号A4τ 

1m 。

第26図
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縄文時代中期土諒一覧表

規 模 (cm)

番号 平面形 断面形 出 ゴ二 i童 物 {龍 ずJ 

長軌 短斡 深さ

l号土拡 104 92 32 楕円形 鍋底状 i斑期土J広墓に切られている

2号土拡 102 96 30 構内形 鍋底状

3号土拡 99 61 10 楕円形 阻 状

4号土拡 128 98 38 楕円形 鍋底状

5号土拡 90 72 50 楕円形 ビーカー状

6号土拡 f圭70 60 円形 フラスコ状 中期末、大木10式、土器片

げ

υμ

91 

83 

。 10cm 

器土土出

42 



はない。炉内は火熱を

受け赤変している。床

j閣は全体に厚さ 5crn程

に粘土で‘貼り床されて

おり、平坦で堅くしま

り良好である。

2号住居跡(第29図)

調査~f5Zの東側、北西部で検出された。東側は風倒木痕、北西部は土1広慕によって壊されている。

縄文時代娩期

1 号住居跡(0l~28[ヌJ)

品司rtfr5(の匹i{J!Ijで十~HJI

さ，htこo iヒ匹i.南東r11i

はir屯i胡確認調主トレン

チによって壊されてい

る。

プラン L:t f歪~{]3.5m

の円形を呈する。黒土

i二に{乍られており、壁

は削平されて:おり不明

である。ピットは6偶

検出されているが、主

柱穴は不明である。炉

は中央部に位置にした

石間し、炉で、埋設土器

。-12
。

。

。
チ‘/
 
レ

'
h
j
 

。 2m 

第28図 1

フランは径約 4.1mの円形を呈する。 皇警は大部分が凶に傾斜する斜面のため削平を受け検出でき

なかった。ヒットは19{[ilij検出されて:おり、深さ17crn以上の柱穴が向ってし、る。東南側は二子Ijに問っ

てし、る。 (H穴の配列からみると拡張ーがあったように思える。)床面は中央部に貼り床をしており、

全体的に焼けているが、中央部には広範囲に赤黒色の焼土がサンドイツチ状に堆積し、堅く焼聞を形

成している。炉は中央部に位置する石間L、炉であるが、礁は二次的に移動しており不規則である。

炉付近は若干落ち込んでおり、下部に住居跡よりも古L、土拡が検出された。南東部で柱穴が二列に

周ることや、焼而がサントイッチ;1犬に:Lifミ積することなどを考えると、本住居跡は同位置での作り替

えが行われ、拡張されたものと考えられる。
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1号掘立柱建物跡(第30図)

調査i又の西側で検出された。地IJIロームまで自IJ平されており、確認面はロームである。東西 1間

(4.3m) X南北 11河川.2m)の掘立柱建物跡である。建物方向は北で39
0

東に偏してし、る。柱穴の

鋸り方規模は約48~64cmで、深さ1. 0~ 1. 1m である。東の掘り方には明瞭に、幅25cmのれ痕跡が、ま

た北側の掘り方上面には根回め用の棟が認められる。 2号掘立柱建物跡と重複関係にあるが新113関

係は不明である。

2号掘立柱建物跡(第30図)

調:査夜i医又の西{側R即尉1]で

X1間(悼4.1m)の掘立村柱i建物跡でで、ある O 建物方向は北で30
0

東に偏してL、る。柱穴の掘り方規模は

ハ
hu
d
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径54~60cmの円形で深さは80~90cmで、ある。北・東の柱穴には径25~30cmの柱痕跡が明瞭に認めら

1号掘立柱建物跡と重複するが、新!日関係につし、ては不明である。オ1る。

3号掘立柱建物跡(第31図)

調査区の西側で検出された。地ILIローム面で確認された。東部 11間 (3.3m)X南北 1間 (4.1m)

の掘立柱建物跡で‘ある。建物方向は北で60
0

東に偏してレる。柱穴の掘り方規模は、北西の掘り方

が長筏62cm と大きいが他は平均して長径22~36cmの楕円形を呈し、深さは70~1l0cmで‘ある。北西・

南東の柱穴には径約32cmの柱痕跡が認められる。

4号掘立柱建物跡(第32図)

ム面まで出IJ平されており、確認面はロームである。東西調査区の凶北部で検出された。地111ロ

の掘立柱建物跡である。建物方向は北で'16
0

東に偏してし、る。C4.1m) ×南北 1間(3. 3m) 1 rr31 

南西の柱穴には径30cmの柱柱穴の掘り方規模は径42~50cmの円形を呈し、深さは58~70cmで、ある。

痕跡が認められる。
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5号掘立柱建物跡(第33図)

調査区の西側で検出された。畑の耕作による撹乱で削平されており、確認面はロームである。東

西 1間 (4.7m) X南北 1間 (4.7m) の掘立柱建物跡である。建物方向は北で 3
0

301東に偏してい

る。柱穴の摺り方規模は径50~55cmの円形を呈し、深さは1.1m である。それぞれの柱穴には径約

25cmの柱痕跡が認められる。

1号炉(図版11)

調査区中央よりやや東寄りの 6一 6一 E クグ♂リ‘ヅy ドで

4仏4cm程でで、、こぶし大の礁を組んだ炉である。炉内は焼土が厚く堆積している。
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2号炉(図版11)

調査区中央より東側、 6-7-Fグリッドで検出した。確認、面は困層の掲色土である。 佳64cm程

で、こぶし大の礁を組んだ炉である。北東部の礁は撹舌しのためみられない。炉内には焼土が厚く堆

積している。

3号:炉(図版12)

調査区中央付近の 6 4 Fクリッドで検出した。確認面は阻層下部の褐色土で、ある。 徒48cm程

で、こぶし大の1擦を組んだ炉である。北・南の礁は撹乱のためみられなし、。炉内には焼土が浮く堆

積している。

1号土器埋設遺構(第81図)

調査区中央付近 6-3-Fグリッドで、検出した。確認留はローム直上の茶褐色土である。径40cm

深さ48cmの掘り方を掘り、土器を埋設している。埋設されている土器は小型壷形土器と、蓋として

使用された鉢形土器で、合せ口になっている。小型壷形土器は口佳4.6crn、器高13.8crnを計る。全面

に赤色顔料が塗布されてし、る。 3単位の土器で託部の 4ケ所には突起状の足がつく。頚部に 2条の

陸線がまわり、その 3ケ所に γ8Jの字状の突起がつき、間には連続刻目文が施される。鉢形土器

は、口径12.8cm、器高12cmを計る。小波状口縁をなし口縁部には羊歯状文が残り、校み合う部分は

曲線的な形状となり連続する。

この土器埋設遺構は、明確な掠り方を掘り埋納されてし、ることや、土器が合せ口になっているこ

となどからし、わゆる土器棺墓と思われる。

土士広墓 (第34~79図)

調査区の西・東側で総数 559基の土拡墓を検出した。ほとんどが複雑に重複しており、特に東側

では密集して検出されている。詳細については表としてまとめた。

土土広募出土遺物

9号土地墓出土遺物(第82図)

土器:10は鉢形土器、1l~13は浅鉢形土器である。 L 、ずれも覆土から出土した。 10~12は口縁部

に平行沈線文がまわる。 11には連続刻目文がみられる。 13は体部破片で磨消し縄文が施される。ま

た rXJ字状文が展開する。

13号土地墓出土遺物(第93図)

石器 1は円盤状石製品で、ある。扇王子な礁を打ち欠いて円形に加工してし、る。

15号土士広纂出土遺物(第93図)

石器:2は有茎の石鎮である。基部の両面にアスフアルトが付着している 0

17号土地墓出土遺物(第85図)

石製品 1は両面から穿孔された勾玉、 2は半分欠損する小玉である。

18号土城墓出土遺物(第93図)

A
斗
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拡纂一覧

土J広墓 f広rJ部(cm) J広底部(cm) 深さ ベンガラ

番号 ( cm) 
平面形

散の有布場無所と 頭位 長柑1方向 出土遺物 備考等
長軸短紺i 長軸短lp出

132 62 118 50 15 不整形 N…350 --E 

2 145 75 132 59 26 楕円形 N-82
0 -w 

3 136 ム 45 124 ム 42 15 N--460-W 

4 120 45 105 36 12 N 190-E 

5 120 52 110 48 23 N --430 W 

6 130 105 116 92 10 N--310-E 

7 120 70 112 51 13 楕円形 N-30 日

8 125 89 117 73 12 不整形 N -370 E 

9 134 75 125 62 16 楕円形 N ---35.50 - W 第82図10"-'13

10 142 ム 65 131 lム 44 31 楕円形 N-430--W 

11 130 68 116 55 25 楕円形 北西部 西 N-69
0-W 

12 167 79 100.5 52 40 楕円形 N-690--W 

13 120 64 95 54 24 楕円形 N -240-W 第93国1

14 120 75 103 56 28 楕円形 N-760-W 

15 130 49 112 37 20 楕円形 N -820 --W 第93図2

16 97 57 64 46 30 楕円形 N-570 -W 

17 150 ム 60 128 ム 40 13 楕円形 N-77.5
0-W 第85図1・2

18 110 67 91 43 56 楕円形 N-310-E 第93図3

19 184 ム 85 167 ム 65 31 楕円形 N-570-W 第85図3

20 117 55 113 42 44 楕円形 N-890 -W 

21 ム120 87 ム115 64 17 楕円形 N-420-E 

22 184 79 163 68 36 |判メLIUJJ日北部 北 N-4
0-W 

23 111 ム 42 104 42 15 楕円形 N 19
0 
E 

24 113 64 94 50 27 楕円形 N--60-W 

25 ム 70 55 ム 65 52 18 円形 N-580 W 

26 163 100 120 63 25 楕円形 N-380-W 

27 148 75 125 57 25 楕円形 N-46
0-W 第82図14

28 132 52 123 43 8楕円形 N-550--W 第93図4

29 130 62 120 52 15 楕円形 N-39
0-W 

30 140 ム 55 130 ム 50 22 惰円形 北西部 西 N-78
0 W 

31 124 55 120 36 28 楕円形 南西部 西 N 112
0-W 第82図15• 16 

32 149 68 135 56 25 楕円形 N-640 -W 

33 撹た乱め詳で細削平不明の

ム miJiの "~JM史11 もしくはれ目、 j ケをぶす
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土J広慕 f広口部(cm) J広底部.(cm) 深さ ベンガラ

番号 (cm) 
平面形
散の有布無場所と 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等

長紬短軸 短車ITl

34 撹た乱め詳で細自IJ平不明の

35 180 117 i9 90 35 椅円形 北西部 西北 N-45.5
0-W  

36 180 ム 95 165 心 75 11 楕円形 北中西央寄部り 西 N -73
0-W  

37 155 80 128 61 28 楕円形 N-85.50 --w 第93図8

38 117 62 97 44 21 N--470-W  

39 110 73 98 65 51Ill1l)Lk)jJf~ N-46
0 
W 

40 150 82 140 78 8楕円形 N-360-W  第93図 5~7

41 172 84 158 60 35 楕円形 N-620-W  第80悶l

Aワ 113 80 47 34 楕円形 N -50
0 
E 第85思4• 5 

43 143 78 118 63 17 楕円形 N-570-W  

44 98 45 92 39 10 楕円形 N -81
0 
E 

45 128 72 96 32 28 楕円形 N-720-W  

46 147 72 137 64 9楕円形 N-580-E 第82留17

47 135 73 116 63 15 楕円形 N-640-E 第82悶18.19 

48 106 74 98 60 10 楕円形 N-720一日

49 160 75 150 68 10 関メLk)jl[; N-610-W  

50 125 75 116 67 16 惰円形 N-570-E 

51 120 60 117 55 24 楕円形 N-680-W  

52 128 87 115 65 18 楕円形 北西部 西北 N-5r-W 

53 122 88 110 63 12 楕円形 N-560-W  

54 160 70 150 55 27 楕円形 N-50.50-W  

55 ム118 60 95 40 23 楕円形 南西部 西 N-102.5
0-W  

56 132 50 115 40 18 間メLl三占!日 N-470 -W  

57 150 50 130 42 25 楕円形 北東部 N -480 - E 

58 115 68 100 53 21 楕円形 N-18.50-E 

59 125 72 115 62 9楕円形 N-10-W  

60 95 60 80 55 8楕円形 N-100-W  

61 ム125 75 ム110 63 8楕円形 N -100 - E 

62 128 83 112 72 16 楕円形 N-300-W  

63 75 53 58 43 19 楕円形 N-710-W  

64 147 67 122 48 14 楕円形 N-390-W  

65 144 83 119 76 20 楕円形 N-36.5
0 
-W  第85図6---22 

66 105 70 92 39 30 楕円形 N-870-W  第85図23---25
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土地事 J広口音[5(cm) 地底部(cm) 深さ
散ベの有布ン無場ガ所とラ

番号 (cm) 
平面形 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等

長軸煙車fB 長軸短紬

67 100 47 86 36 4 楕円形 N --32.50 - W 

68 86 45 75 39 18 楕円形 北中 西央~ 部 西北 N -380 --w 

69 98 55 89 47 5楕円形

70 108 53 100 38 25 楕円形 北西部 東北 N -54
0
日

71 157 74 140 57 20 楕円形 lN(N--10737U 0 W E) 

72 100 62 92 50 13 楕丹形 N-820…日

73 124 89 116 68 41 楕円形 北西部 N -510 日

74 |ム 140ム 50ム130ム 50 14 楕円形 N-43
0-W  第85図26

75 143 62 122 47 60 楕円形 西中央部寄(やりや) 西 N-82
0-W  

76 78 65 61 53 25 楕円形 N-70
0-W  

77 177 95 150 74 23 楕円形 N-56
0-W  

78 167 92 137 68 33 楕円形 N-48
0-W  

79 164 110 138 67 55 楕円形 北西部 北西 N-42
0-W  第第88 05 図図22 7 @ 2 8 

80 124 58 112 50 6 楕円形 N -58.5
0 
E 第82図20

79
事号
7
土地墓よ

り しし、。

81 107 45 98 38 9楕円形 N-440-W  

82 125 67 114 60 9楕円形 N-59
0-W  

83 116 75 105 65 24 楕円形 N-61
0-W  

84 150 84 135 74 37 楕円形 N-56
0-W  

85 140 70 130 65 5 不整形 N -88
0 
- E 

86 171 87 145 60 47 楕円形 北西部 北 N-11
0-W  2
ヨ
1
沼~02|ヌ81、
3、
:119:J3181文
2i|文g
1 

87 147 84 108 46 43 楕円形 N-28
0-W  

88 137 70 110 45 22 楕円形 N -40.5
0-W  

89 135 83 98 43 29 楕円形 N-40
0-W  

90 155 73 143 65 37 楕円形 西部 匝 N-80.5
0 -W  第第88 02 図図24 9 ~ 3 4 

91 140 90 112 48 33 楕円形 N -32.5
0-W  

92 137 57 126 52 14 楕円形 N-73
0-E 

93 140 64 130 56 20 楕円形 N -22
0 
- E 

94 138 83 125 66 12 楕円形 N -48
0 
- E 

95 125 60 115 51 13 楕円形 N-420-W  第82図35--..，37

96 172 83 155 60 20 楕円形 N-75
0-W  第83図38

97 170 77 162 70 9楕円形 N-340-W  

98 145 73 137 65 10 楕円形 N-50
0-W  

99 135 75 122 60 25 楕円形 N-90
0-W  

52 



土地墓
t広口部(cm) f広底部(cm)

深さ ベンガラ
平面形

散の有布無場所と
頭位 長軸方向 出土遺物 備考等番号 長軸短軸 長軸短j~由 (cm) 

100 134 67 96 48 50 楕円形 N-13.5
0 
E 第83図39"""'41

101 135 70 102 60 35 楕円形 N-800-W  

102 70 60 63 50 20 不整形 N-360-W  

103 163 ム72 147 70 13 不整形 N 第83図42，......44 東側撹乱

104 128 60 108 45 25 楕円形 中央部 西北 N-62
0-W  

105 93 60 80 47 33 情円形 N-63.50 -W  第95図36

106 134 63 125 48 19 楕円形 N-730-W  2第fi831隊ヌ1l45、
851¥%129 

107 149 64 115 35 25 楕円形 N-470 -W  

108 170 95 155 77 45 楕円形 N -550 --W 

109 80 47 ム80 35 25 楕円形 N-190-W  

110 150 75 127 60 25 楕円形 N-610-W  

111 120 57 100 40 42 楕円形 N-150 日

112 110 50 95 38 40 楕円形 N-660-W  113りる誌を切っ
てい

113 ム95 67 ム90 ム55 15 楕円形 N-680-W  第85図30

114 ム70 ム60 62 ム50 21 楕円形 南部 南西 N -153
0-W  

115 139 65 ム130 55 40 楕円形 南西部 南西 N-134
0-W  

116 ム43 75 ム50 62 50 楕円形 N-460-W  1れ08て52い京るに。切ら

117 ム70 ム40 70 ム40 38 楕円形 N -220 - E 

118 lム110 70 ム110 60 18 楕円形 N-500-W  

119 ム80 ム63 ム85 ム58 38 楕円形 N-690-W  

120 |ム 122 75 92 50 46 楕円形 N -500 - E 121リる誌。を切っ
てい

121 ム165 110 ム145 100 39 楕円形 N-510-E て122い3Jる誌。を切

122 100 70 80 50 23 楕円形 N-820-E 

123 146 68 135 50 30 楕円形 N -470-W  

124 137 83 125 62 27 楕円形 北中 央西~ 部 西北 N-600-W  
125 ム120 75 ム100 63 15 楕円形 N-470-W  

126 112 68 95 53 43 楕円形 北部 北 N-0.5
0-E 125→126→127 

127 ム50 ム50 ム40 43 17 楕円形 N-570-W  

128 114 53 107 34 54 楕円形 N-62.5-W 

129 146 73 127 64 54 楕円形 N-690-W  

130 120 70 113 60 56 楕円形 北西部 西北 N-49
0-W  第86悶31"""'33

131 ム120 60 ム110 50 30 楕円形 北西部 北西 N-46
0-W  130\)いX~るに切ら

れて 。

132 127 57 102 35 30 楕円形 N-760-W  

53 -



墓!培口部(叫川底古B(c州内さ I"'C=T，/ Iベンガラ
i トー 「ーベ怖 いF フiの有無と i頭位

番号i長軸|短紬民剥I1短車歯切)1 TWJII/ 1散布場所
長i~由方向 出土遺物 備考等

ー::1:日 w
…
日

7
s
一
円
U

円

b

一
つ
d

一
一
一

N
一
N

::計三i 引:zf「士;日 第86図34-----42

135号墓に切
られている。

135号墓に切
られている。

137 1 1041 551 851 421 231楕円形

…五1 801 351 441楕円形
N-720-W 

N-58
0

-W  I第93図10

139 9叶 51 引 341 271楕円形 N-49
0 

E 

ωい判 791 1081 451 351楕円形[北西部 l西:ItIN-57.50 -w 
瓦「口引楕円形|西部 1 j主一寸N-78.50-W  

四
一
山
一
凶
一
郎

N -900 E 

N810 -W  

N 1.50 - w 

N-300-W  I第86図43
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土地墓
域口部(cm) 地震部(cm) i耳i'JJ!.、 ムC士マ

の散ベ有布ン無場カa所とラ
番号 (cm) 

平面形 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等
長輪組事由 長車由 短紬

166 64 65 ム58 49 38 楕円形 N--40-W  

167 145 80 142 68 45 隅長)j 形メL 北西部 西北 N-46
0-W  

168 iム123 98 ム110 88 37 楕円形 北東部 北 N -34
0 
- E れ167て4Jい来るに。切ら

169 ム135 82 115 67 25 ljl;出乏jjメ!?3 L N-64.50 -W  

170 115 55 92 40 29 構円形 N-120-W  1697、Jる主ミ。をtJJっ
てL

171 130 86 112 68 29 楕円形 N-800-W  

172 ム47 73 40 60 12 楕丹形 N-510一日

173 127 100 115 68 63 i附三)j丸形 災-430- 1'; 172りる本を切っ
てい

174 158 74 138 57 18 楕円形 N -940-W  

175 127 72 114 65 12 楕円形 N-40 日

176 94 ム60 82 ム50 14 楕円形 N-630-W 177号慕が最

177 133 ム65 95 57 20 楕円形 北西部 西北 N-51.5
0 
-W  第93図13 も新しい。

178 ム24 59 ム15 48 10 楕円形 N-51.50 -W  

179 106 65 932 46 21 楕円形 N -100-W  

180 ム90 60 ム80 44 18 楕円形 N-690-W  

181 130 100 86 60 31 楕円形 N -180 - E 

182 128 56 105 45 23 楕円形 N-78.50-W  

183 119 53 92 37 26 楕円形 N-520 -W  

184 ム143 70 ム135 60 15 楕円形 N-51.50 -W  第83図47 111 
184 186 188 

185 115 53 43 27 27 楕円形 N-810-W  ↓¥↓¥冶↓

186 ム93 57 ム75 50 11 楕円形 北西部 西北 N-47
0-W  第87図80---82 183 185 187 

187 163 64 135 51 22 楕円形 N-78.50-W  

188 ム78 ム50 ム70 ム43 13 楕円形 N-410 W 新

189 150 70 135 58 33 楕円形 N-340-W  

190 150 75 140 64 17 楕円形 N-510-W  

191 140 65 125 54 14 楕円形 N-820-W  
， 

192 ム130 75 ム110 60 16 楕円形 N-410-W  

193 85 60 73 49 35 楕円形 中央部 北 N -22.5
0 
- W 第87図83

194 148 58 130 35 21 楕円形 N-510-W  

195 125 ム60 115 60 18 楕円形 南西部 西 N-112.5
0-W  

196 ム130 ム60ム120 55 21 楕円形 北西部 西北 N-57
0-W  第83図48

197 113 95 100 65 45 楕円形 N-380-W  196¥)い却るLに切ら
れて 。

198 125 ム55 105 ム50 12 楕円形 N-630-W  
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土地慕 f広口部(cm) t広底部，(cm) 深さ ベンガラ

番号 (cm) 
平面形 の有布場無と 頭位 長軸方向 出土造物 備考等

長軸短軸 長紬短~î由 散所

199 120 60 110 52 15楕円形 N-69
0 -w 第93図14'15 

200 ム 45 65 |ム 40 38 45 楕円形 第83図49.50 1ら97れ号て墓いにる切。

201 ム120 83 ム127 75 40 間九i三)JJf;

202 148 93 139 88 45 楕円形 北西部 西北 N-660 W 第93図16

203 180 !ム 70 160 ム 60 27 楕円形 北西部 西北 N-50.5
0 -w 第93図17

204 |ム 73 75 ム 66 55 20 楕円形 N-47.5
0 -w 第93図18 2ら05れ号て墓いにる切。

205 133 66 112 50 44 楕円形 N-525
0 -w 

206 ム100 75 ム 93 60 23 楕円形 N-650-W  

207 98 82 87 55 32 [1関丸方形 N-480-W  第87図84''''--86

208 107 58 93 43 14 楕円形 N-80
0 
W 

209 125 65 106 55 12 椅円形 N(N--928080--W E) 

210 148 65 130 51 20 楕円形 N-580-W  第94図19

211 141 43 106 37 12 楕円形 N-780-W  

212 97 66 80 50 16 楕円形 N -700 -W 第87図87

213 ム130 80 115 50 42 楕円形 N -190 -E 

214 160 ム 70 140 ム 65 54 楕円形 南東部 東 N -1080-E 

215 138 75 122 55 29 楕円形 N-400-W  第87図88.89

216 |ム 140 45 ム130 30 41 i判メLt;占形 N-410-W  第87図90

217 173 ム 67 165 !ム 60 43 楕円形 N-45.50-W  第87図91

218 137 ム 60 130 60 32 楕円形 N -450 -W 

219 140 65 125 45 50 楕円形 N(N--1080000--W E) 

220 145 ム 75 125 ム 70 28 楕円形 N-79
0
-W  

221 ム100ム 61ム100|ム 58 28 楕円形 N-170820 0 W 日)
(N-

222 53 47 28 N-700-W  

223 115 50 90 ム 45 45 楕円形 N-570-E 

224 147 65 114 50 31 楕円形 N -44
0 -W 

225 ム100ム 60ム100ム 50 13 楕円形 N(N-869400一日
司T)

226 155 ム 60 142 ム 60 40 楕円形 北東部 北東 N-490 日 2
ら
27れ号て墓いにる切。

227 150 73 125 70 40 楕円形 N-560-E 第83図51.52 

228 ム 55ム 60ム 50ム 45 20 構円形 N -430 -E 

229 205 85 180 73 48 楕円形 中央部 北西 N -49
0 -W 上石部積構の造可能に性

230 120 63 95 ム 40 35 楕円形 N-570-E 

231 ム 90 45 82 30 25 楕円形 N -480 -E 第83図53
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土拡慕
t広口部(cm) J広底部(cm)

深さ
散ベの有布ン無場ガ所とラ

番号 (cm) 
平面形 頭位 長軸方向 出土遺物 犠考等

長車由 短軸 長軸趨車出

232 123 50 117 38 8楕円形 N-62
0
-W  第94図20

233 ム120 55 ム113 40 19 楕円形 N-46
0-E 

234 ム100 ム60ム100 ム50 30 楕円形 N-30
0-E 

同ム70 115 ム65 30 楕円形 北西部 西北 N-58
0-W  

236 ム115 62 ム110 43 50 楕円形 南西部 南西 N -155
0
-W  

237 190 73 175 60 45 楕円形 N-58
0
-W  第12808~1刻12、6第891文1 23を4切・2っ35て守い主るを。

238 ム65 55 ム65 42 37 楕円形 N-10-W  111 239 
↓¥冶

239 115 62 100 50 45 楕円形 北間部 間北 N-68.5
0
-W  238 240 

240 135 ム60 115 ム50 30 楕円形 N-280-W  新 237 

241 ム98 ム65 ム95 ム60 10 楕円形 N-290-W  第89図127"""129

242 123 80 104 67 54 楕円形 N-18
0
-W  

243 145 60 130 43 7楕円形 北西部 北西 N -28
0
-W  

244 193 90 182 78 53 楕円形 北西部 西北 N-66
0-W  

245 125 ム60 97 ム45 20 楕円形 N-680-W  

246 153 72 137 60 41 楕円形 北西部 北西 N-23.5
0
-W  

247 ム155 ム50ム150 50 18 精円形 N-660-W  第94図21

248 125 77 103 53 34 精円形 北西部 西 N -84.5
0
羽「

249 ム65 65 ム50 45 25 楕円形 N-650-W  

250 138 85 120 56 37 楕円形 西部 西 N-90
0
-W  

251 118 74 102 60 32 楕円形 北111iうJたQ~i:11 西北 N-68
0-W  

252 130 ム70 110 ム40 25 楕丹形 N-640-W  252→251 

253 145 ム40 15 ム30 25 楕円形 N-700-W  253ノ

254 ム100 7.5 ム98 57 35 楕円形 N-740-W  第89図130

255 159 72 138 45 25 楕円万三 北西部 北西 N-50
0-W  

256 139 67 130 58 38 楕円形 中央部 西北 N-70
0-W  

257 130 50 117 35 40 楕円形 N-720-W  

258 130 65 115 52 34 楕円形 N-86.5
0
-W  

259 180 78 125 53 40 よ附え/jJメEL N-86.5
0
-W  

260 107 95 90 73 37 楕円形 N 

261 146 60 127 48 45 楕円形 N-910-W  

262 ム105 ム50ム100 ム40 36 楕円形 西部 西 N-82.5
0
-W  

263 110 65 83 40 40 楕円形 N-107
0 
-W  

264 ム120 75 ム105 60 40 楕円形 西部 西 N-105
0
-W  
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土地墓 地口部(cm) f広腹部(cm) 深さ
散のベ平有ン日場無ガ所とラ番号 (cm) 

平面7f; 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等
長車由 短軸 長軸短軸

265 115 ム 45 85 ム 40 55 楕円形 N-22.50 --w 

266 124 ム 60 106 45 57 楕円形 北西部 N-30.50-W  

267 ム 80!ム 80心部 ム 65 43 楕円形 IN 

268 100 60 68 47 50 楕円形 N 

269 ム 70 55 55 47 47 楕円形 N-35
0 

270 ム195ム 80ム185ム 75 50 楕円形 北西部 西北 N-69
0 
W 

271 68 52 45 楕円形 N --220 - W 

272 105 |ム 60 95 ム 65 44 楕円形 N -280 - W 

273 80 ム 30 65 24 楕円形 西部 西北 N-78
0-W  

274 108 ム 65 100 ム 55 42 楕円形 N -600 - E 

275 140 80 135 60 55 楕円形 西部 西 N-81
0-W  

276 158 90 135 75 55 楕円形 N -240-W  

277 ム182 77 ム175 62 ム 45 楕円形 N-68
0 
W 第80悶6 7 

278 120 ム 50 115 ム 45 8楕円形 N-690-W  

279 ム140 60 ム130 50 20 楕円形 北西部 西北 N-68.5
0-W  

280 ム130ム 55ム125ム 40 20 精円形 N-100一日 第89図131 283て・2い84るに切
られ

281 110 58 100 45 30 楕円形 N-320-W  

282 100 ム 50 70 ム 40 40 Il~jj Ll三)j)[j N-450-E 

283 ム 50 ム 45 楕円形 N-280-W  

284 63 50 28 N -540 - E 

285 134 63 117 46 28 楕円形 N-370-W  第83図54"""'58

286 115 ム 45 96 ム 37 33 楕円形 N-980-W  287 ¥ )J，、2るlこ切ら
れてし 。

287 100 70 82 42 51 楕円形 N-820-Vl 

288 

289 136 73 122 64 13 楕円形 N -160-W  第83図59

290 ム 85 70 ム 70 45 41 楕円形 N-10 W 

291 145 70 120 45 47 楕円形 西部 西 N-91
0-W  

292 80 55 30 N-750 -W  

293 106 85 80 65 35 楕円形 N-100-W  

294 ム100[ム 85ム 85ム 70 42 円影 N-310-W  

295 156 ム 70 124 ム 60 30 楕円形 中央部 北西 N-32
0-W  

296 103 62 38 楕円形 N-290-W  

297 90 ム 54 75 ム 50 27 楕円形 N-650-W  
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土地慕 f広口部(cm) I広底部(cm) 深さ ベンカラ

番号 (cm) 
平面形

散の有布無場所と 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等
長~[Hl 短車由 長車fH 短]1[[8

298 135 78 115 67 50 楕円形 北西部 北西 N-34
0
一明「

299 130 ム 60 110 ム 50 36 楕円形 北西部 西北 N-54
0-W 

300 122 72 114 50 59 楕円形 北西部 北部 N-370 -W 第89図132勾玉

301 160 ム 60 120 ム 60 39 楕円形 中央部 間JtN-590 W 

302 

303 |ム 80ム 35|ム 75ム 20 14 楕円形 北西部 Jt N -200 --W 第89園134

304 143 74 116 60 50 楕円形 北部 北 N __-50 日 303、305を切っ
ている。

305 155 ム110 137 103 27 椅円形 N-920-W 3い04るに。切られて

306 130 58 115 42 37 楕円形 北西部 西北 N-62
0-W 

307 110 85 88 68 35 楕円形 N -270 -E 3い08るに。切られて

308 126 56 109 42 37 精円形 N-580-E 

309 120 ム 90 100 lム 80 35 楕円形 N-640-E 

310 130 |ム 36 115 |ム 27 30 楕円形 N-640-W 311に切られて
いる。

311 ム110 90 ム 90 67 40 構円形 1I1114 11A~ i111 西北 N-46
0 -W 309を切ってい

る。

312 132 57 118 !ム 30 30 楕円形 N-260-E 3る10。を切てい

313 170 70 160 45 38 楕円形 N-52.50-W 

314 128 ム 55 113 ム 50 50 楕円形 北西部 北 N-38
0-W 

315 ム 85 73 ム 80 50 46 楕円形 N-480-W 

316 92 60 75 38 46 楕円形 N-480-W 第94図22

317 105 68 80 45 35 楕円形 N-400 -w 
318 ム100 63 ム 80 45 40 楕円形 北東部 北 N-240 日 第89悶135

319 134 73 120 55 45 楕円形 北西部 西 N-63
0-W 

320 ム100 60 ム 95 50 14 楕円形 N-13.50-E 

321 ム116 54 ム 95 45 30 楕円形 N-650-W 

322 102 58 84 50 27 楕円形 南西部 西 N-117
0-W 第89悶137

323 143 |ム 60 125 ム 55 33 楕円形 N -700 E 

324 103 45 95 37 55 楕円影 北東部 北 N-380-W 

325 ム 17ム 72ム 10ム 63 39 楕円形 N-950-W 

326 ム 70 80 ム 70 66 22 N-870-W 第83図60・61

327 130 67 120 48 50 楕円形 N-1140-W 白íï891ヌ1138~140

328 130 67 120 54 24 N -240-W 第83図62

329 115 ム 55 100 ム 40 50 楕円形 北西部 北 N-120-W 第95図37

330 ム 70 68 |ム 75 50 51 楕円形 西部 西 N-89
0-W 第89図141 329が330を切っている。
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土地墓
f広口部(cm) 域底部(cm)

深さ
散のベ有布ン無場ガ所とラ

番号 (cm) 
平面形 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等

長軸短軸 長事由 短軸

331 155 75 125 60 59 楕円形 N-310-W  第83図63---65

332 ム 60 68 ム 55 45 49 楕円形 N-890 -W  第94図26

333 150 ム 50 115 ム 35 59 楕円形 N-30o -E 

334 130 80 115 60 32 楕円形 N-640 -W  第83図66

335 ム 80ム 55ム 75 42 25 楕円形 N-740-W  

336 120 60 105 45 45 楕円形 N-820-W  3で35い、る33。7を切

337 120 76 105 50 30 椅円形 北間部 商 N-73.50 -W  335を切ってい
る。

338 175 ム 80 153 ム 74 45 楕円形 N-220-E 

339 ム 50 60 ム 40 42 ム 10楕円形 N-790 -W  

340 163 145 49 楕円形 N-350-E 

341 135 115 52 楕円形 N-30o-W  

342 160 155 楕円形 西部 西 N-82
0-W  

343 110 ム 80 100 ム 70 59 楕円形 北西部 西北 N-63
0-W  

344 ム100ム 20ム100ム 15 28 北西部 西北 N-57.5
0 -W  腕輪

345 194 68 180 53 40 楕円形 N-630 -W  腕輪

346 ム100ム 60ム 85ム 40 楕円形 N-30…W 

347 115 53 98 40 40 楕円形 北部部 北 N-350-W  

348 157 ム 80 130 ム 80 50 楕円形 N-60-E 

349 160 ム 65 145 ム 65 38 楕円形 N-750-W  

350 165 153 ム 20精円形 N-830 -W  

351 140 62 135 45 50 楕円形 N-900-W  

352 135 ム 50 117 ム 50 42 ;惰円形 N-510-W  

353 153 97 140 75 34 楕円形 N-230-E tli901刈142""145 

354 130 76 117 65 45 楕円形 N-670-W  

355 140 ム 60 123 ム 55 30 楕円形 N-530-W  

356 105 70 87 50 31 楕円形 N-480-E 

357 ム 80ム 50|ム 65ム 45 22 

358 120 63 112 58 27 楕円形 N-40 -E 

359 ム 70 70 |ム 60 58 20 楕円形 北東部 北 N-11
0 E 358に切られて

いる。

360 132 69 118 58 10 楕円形 N-670-W  出901ヌ1146"'-'151 

361 043 63 132 55 14 楕円形 N-540-W  

362 103 75 92 65 17 構円形 N-640-W  

363 125 72 116 64 20 楕円形 N-610-W  
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土地墓
J広口部(cm) 地底部(cm)

深さ
ベンガラ

番号 (cm) 
平面形
散の有布無場所と 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等

長車由 短軸 長軸短軸

364 110 55 90 38 12楕円形 N-510-W  

365 145 78 134 65 13 キ育円背5 N-270-W  

366 173 82 157 68 22 楕円形 北部 北 N-3.50 - E 

367 122 78 102 60 23 楕円形 N-20-W  IJ¥玉6点 368を切って
いる

368 109 67 95 52 18楕円形 N-600-W  

369 ム110 80 ム105 65 34 楕円形 N-390-W  

370 ム110 70 ム 95 50 36 楕円形 北西部 北西 N-33
0-W  第94図23

371 125 70 105 50 20 楕円形 N-410-W  

372 163 47 155 37 17 隅丸長方形 N-260-W  3切73号墓を
っている口

373 ム 50ム 45ム 50ム 45 20 楕円形 N-210-E 

374 98 65 84 48 16 楕円形 N-450-W  
ト一一一一
375 88 55 74 32 22 N-340-E 

376 141 85 130 65 12 楕円形 N -350-W  

377 158 79 137 68 11 楕円形 N -470-W  

378 154 78 140 60 14 楕円形 N -560-W  379を切って
いる。

379 126 ム 55 110 ム 55 12 楕円形 N-500-W  

380 131 65 116 50 25 楕円形 N-320-W  379を切って
いる。

381 158 ム 70 143 ム 65 20 楕丹形 N-920…W 382に1る切。られ
てし

382 160 87 145 72 41 楕円形 N-610-W  第84関67---70

383 112 ム 65 106 ム 55 13 楕円形 N-590-W  

384 133 ム 85 120 ム 85 14 楕円形 北西部 西北 N-51
0-W  第作9: i0{ 状1文]152.....，155

385 ム 90 70 ム 80 63 14 楕円形 N-120 日

386 122 65 112 55 12 楕円形 N-600-W  

387 116 58 108 45 20 楕円形 N-310-W  

388 96 65 77 50 34 楕円形 N-62.50 -W  

389 125 74 112 60 20 楕丹形 N-290-W  

390 115 88 105 80 15 楕円形 N-280-W  第小9i0{ 1ヌ1156.....，161 

391 133 52 35 30 楕円形 北西部 西北 N-52.5
0 -W  

392 115 ム 65 105 ム 60 30 附)Ll三)jJf; N -470-W  

393 ム150 75 ム150 55 35 楕円形 北西部 西北 N-63
0-W  第90図162 394を切って

いる。

394 ム110ム 80ム100ム 70 28 N-470一日

395 122 104 100 60 40 楕円形 N-390-W  3切97、394を
っている口

396 ム110 80 |ム 110 63 53 楕円形 中央部 西北 N-5r-W 込小み口有状のり掘り
.... 園田ー圃園田園田 」聞論
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土地慕 f広口部(cm) 地底部(cm) 深さ
散ベの布有ン場無ガ所とラ

番号 (cm) 
平面形 頭位 長紬方向 出土遺物 備考等

長車rs 鎧軸 長車由 短車由

397 ム120 85 120 70 52 楕円形 N-590-W  第90図163 込小み口有状のり掘り

398 173 58 145 44 25 楕円形 N -530 E 399を切って
いる。

399 110 73 93 60 28 楕円形 N-600-W  

400 137 60 109 45 30 楕円形 N-580-W  第84図71

401 132 90 125 60 31 楕円形 N-106
0 -w 

402 136 86 121 65 14 楕円形 N-480-W  第84悶72

403 173 60 150 43 45 楕円形 N-600-W  404に、る切。られ
てし

404 ム100 70 ム 75 50 20 楕円形 N-360 日

405 ム115 80 ム108 67 15 楕円形 N-230-W  第84図73 406に1る切口られ
てし

406 143 68 125 50 34 楕円形 N-670-W  407に、る切口られ
てし

407 ム 70 70 ム 58 45 30 楕円形 N-90 E 408に1る切。られ
てし

408 135 103 118 98 10 楕円形 N-550-W  

409 154 100 144 83 27 楕円形 N-0.50-E 410に1る切。られ
てし

410 107 80 83 68 20 楕円形 N-430-E 

411 123 118 97 105 50 円形 N-430-W  h第1901i2ヌZ1!164・165941)(124・25

412 ム 95ム 50ム 90ム 50 13 楕円形 N-220-E 411 に1る切口られ
てし

413 120 80 116 67 25 楕円形 N-820 -E 414を切って
いる。

414 150 90 140 80 15 楕円形 N-6r E 415に1る切口られ
てし

415 91 62 77 52 40 楕円形 N-30 日 第84図74

416 北西部

417 151 84 139 60 40 楕円形 N-560-W  lf「「いド担叩帥山…1口附附山7怖削別が糾州4位切I 418 第90図166--169 418をって
いる。

419 140 ム 33 124 ム 25 35 楕円形 N-380-W  

420 ム 95 64 85 45 28 楕円形 N-37
0-E 

421 140 80 130 48 19 楕円形 N-650-W  
|断いる。切って

422 ム 80 75 ム 80 60 17 楕円形 N-120 日 4l2l i3→421→4
新
22 

423 ム140 65 ム125 45 10 楕円形 N-720-W  

424 90 66 80 43 14 楕円形 N-320-E 第91悶170

425 113 75 91 45 43 楕円形 N-16
0-W  

426 ム 70ム 65ム 60ム 60 24 N -18.50一羽「

427 139 97 116 86 24 楕円形 N -108
0-W  

428 150 60 130 46 35 楕円形 南西部 西南 N-126.5
0-W  第91図171--173

429 135 65 125 52 14 楕円形 N-83
0-W  430を切って

いる口
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土地基 t広口部(cm) 地底部(cm) 深さ
散ベの有布ン無場ガ所とラ

番号 (cm) 
平語形 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等

長軸短軸 長軸短軸

両瓦1430 113 72 98 54 33 N -900 -E 
432が433を

431 ム 80 50 ム 70 37 10 楕円形 N-90-W 
切っている。

432 125 80 103 68 18 楕円形 N-420-W 

433 140 68 118 57 37 楕円形 N-500-E 

434 100 55 80 37 9楕円形 N-1110-W 第91図174

435 192 76 180 53 15 楕円形 N(N821 0 E 
080 -W) 

436 106 87 88 74 16 楕円形 N(N 750 E 
115
0 -W) 

437 128 60 119 43 25 楕円形 N-850-E 第91図175

438 113 6，5 95 47 20 楕円形 N -47
0-W 

439 167 75 140 60 25 楕円形 N-310-W 

440 ム 40 80 ム 20 45 25 楕円形 N -59
0-W 

441 167 96 160 68 33 楕円形 南西部 西南 N-123.5
0-W 

442 ム 95 62 ム 90 45 25 楕円形 N-390-W 

443 170 75 150 59 12 楕円形 N-10-E 

444 113 62 100 52 30 楕円形 N-640-E 

445 138 80 116 55 15 楕円形 北西部 西北 N-58
0-W 

446 100 62 85 50 23 楕円形 N-830 -W 第91図176・177

447 [ム 120 47 ム110 30 25 精円形 N-120-W 

448 130 62 100 40 27 楕円形 N-770-W 

449 ム140 60 ム130 48 12 楕円形 北西部 北西 N-28
0-W 

450 135 93 107 72 25 楕円形 N-330-E 第91鴎178

451 138 75 133 65 24 楕円形 N -47
0-W 

452 D 50 65 ム 50 50 5楕円形 N-560-W 451に切られて
いる。

453 ム134 68 ム128 62 12 楕円形 N-630-E 第84図75・76

454 132 ム 60 120 ム 50 34 楕円形 N-320-E 

455 135 115 34 椅円形 N -67
0 
E 

456 175 85 165 65 15 楕円形 N-590-W 

457 ム 50 82 ム 45 74 28 楕円形 N -32
0 -E 

458 115 65 110 45 42 楕円形 N -22.50一日

459 118 58 110 50 楕円形 N-900-W 

460 160 80 152 70 25 楕円形 西部 西 N-88
0-W i1j71899・M1l8130

6、日911>;<1

461 88 80 75 60 30 楕円形 N-890 -W 

462 97 65 90 55 18 楕円形 N-8r-W 
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土t広墓 f広口部(cm) 地鼠部(cm) 深さ
散ベ白有布ン場無カ'所とラ

番号 (cm) 
平面形 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等

長軸短軸 長軸短軸

463 126 85 112 76 36 楕円形 N -600 E 

464 140 100 123 92 41 楕円形 寄中央り ・北 西北 N-68
0-W 

465 140 70 125 50 30 楕円形 N-450-W 

466 172 67 140 50 20 楕円形 N-32.5
0 -w 4る67口を切ってい

467 ム105 58 ム100 43 30 楕円形 N-590 - E 
ト一一一一一一一

468 137 60 123 37 42 楕円形 N-840 日

469 120 57 102 45 26 楕円形 北部 北東 N-44
0-E 468に切られて

いる。

470 140 65 123 45 25 楕円形 N-84.5
0
日

471 148 80 124 70 18 楕円形 N-350-W 腕第9輪4 図30 、

472 130 65 109 42 33 楕円形 N-46
0 -w 

473 ム 75 65 ム 70 53 37 楕円形 N-680 - E 472に切られて
いる。

474 150 72 138 70 25 楕円形 N-670 -W 

475 124 ム 65 114 ム 65 20 楕円形 N-520-W 474によって切
られている口

476 95 47 84 32 32 楕円形 N-670-W 

477 117 35 104 23 10 楕円形 N-640一日

478 85 50 75 36 10 楕円形 N-640-E 

479 105 50 90 35 20 楕円形 N-630 -W 第第94 図図31 
95~138 

480 102 70 94 65 10 楕円形 N-410-E 

481 118 ム 60 106 ム 50 30 楕円形 N-590-W 第91図181

482 153 60 135 57 27 楕円形 N-490-W 479を切ってい
る口

483 143 70 124 45 35 楕円形 N-430-W 

484 ム 93ム 25ム 75ム 20 30 楕円形 N-400-W 486に切られて
いる口

485 N-39
0-W 486に切られて

いる。

486 135 90 115 68 32 楕円形 N-770-W 

487 128 77 114 68 35 楕円形 北西部 北西 N-46
0 -W 

488 102 55 90 42 15 楕円形 N-430-W 

489 ム 57 53 ム 40 40 8楕円形 N-430-W 

490 105 67 88 25 36 楕円形 N-4T一日 489を切ってい
る。

491 120 67 112 45 38 楕円形 北西部 西北 N-52
0-W 

492 115 45 105 37 7楕円形 N-57.5
0-W 第91図182

493 140 100 127 85 38 楕円形 北西部 北西 N -41.5
0 
- W 

494 125 81 110 70 20 楕円形 N-650-W 

495 115 65 107 50 24 楕円形 N-990 -W 
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土I広墓 t広口音ri(cm) t広窟部(cm) 深さ
散のベ有布ン無場ガ所とラ平面形 頭位 長軸方向 出土遺物 備考等

番号
長斡短軸 長軸短車由

(cm) 

496 164 64 142 54 37 楕円形 北西部 西北 N-61.5
0-W  

197 120 78 100 66 28 楕円形 N-610-E 第94鴎32

498 98 46 93 35 13 楕丹形 N-480-W  

499 97 74 80 60 23 楕円形 N-560-W  

500 130 60 110 45 34 楕円形 北西部 西北 N-55
0-W  

501 142 65 118 40 27 楕円形 北西部 北西 N-36.5
0-W  

502 133 70 124 55 20 楕円形 N-610-E 

503 122 60 108 48 50 楕円形 N-440-E 

504 ム110 72 ム100 53 23 楕円形 N-480-W  iii5IH 09 
511→510→ 

505 ム 85 63 |ム 70 40 40 楕円形 N-290 -E 

506 ム 80ム 55ム 75ム 45 10 精円形 N-230-W  507によって切
られている。

507 110 63 92 50 31 楕円形 N-420-W  第91図183

508 111 65 94 43 25 楕円形 N-730-E 

509 128 80 100 55 25 楕円形 N-220-W  

510 92 ム 55 80 ム 45 9楕円形 N-800 -E 509に切られて
いる。

511 137 63 117 45 26 楕丹形 N-630-W  第84関77

512 128 66 110 40 38 楕円形 N-1040-W  第911文1184"'188

513 120 66 93 41 66 楕円形 N-750-W  

514 ム100 55 ム 90 35 30 楕円形 N-480一日

515 135 65 130 48 20 楕円形 N-380-W  

516 136 62 114 50 13 楕円形 N(N9828 0W  O-E) 

517 127 53 111 35 21 楕円形 N-400-W  

518 [ム120ム 60ム110ム 55 22 楕円形 北西部 西北 N-74
0-W  

519 ム 55ム 75ム 55ム 61 22 楕円形 N -100-W  

520 112 75 99 39 33 精円形 N-540 -E 

521 132 60 103 35 27 楕円形 N-770-W  

522 139 72 130 59 10 楕円形 N-71W 

523 82 66 66 42 30 婿円形 N-700-W  

524 161 ム 70 135 ム 65 22 楕円形 N-40-E 第91図189

525 162 60 160 56 60 楕円形 N-830-W  第91図190 底れlfijijに1存7~l1i0icm 
の が検

526 ム 30ム 65ム 25ム 60 16 N -290-E 525に切られて
いる。

527 66 63 155 50 13 楕円形 N-65.50-W  519に切られて
いる。

528 106 60 90 52 34 楕円形 N-800 -W  
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士J広主主 f広fJ部(cm) J広底部(cm) 深さ ベンガラ

番号 ( cm) 
平面形 散の有布場無所と 頭位 長軸方向 出二i二遺物 備考等

長軸短~[由 長輔i短紬

529 ム140 58 iム125 48 16楕円形 N 10 日

530 100 57 91 45 13楕円形 N -300 -E 

531 139 72 130 65 18 楕円形 N 12
0 
E 

532 133 64 120 50 17楕円形 N 

533 117 61 107 53 8楕円形 N-320-E 

534 108 70 97 60 8楕円形 N-600 W 5い35るに。切りれ

535 150 57 137 43 15 楕円形 N 180 - E 立1921;;.::1191・192

536 124 90 100 68 20 何十 N-660-W 

537 176 75 160 65 15 楕円形 N-360-iN 

538 ム 50 57 ム 40 51 17 楕円形 N-900-W 5い37るに。切られて

539 124 82 112 72 23 楕円形 N-730-W ヨ1921ヌ1193，...__201

540 99 52 91 45 20 楕円形 N-490-W 

541 110 70 90 42 60 楕円形 N -180 E 

542 111 56 95 33 7楕円形 N-620-E 第95図39

543 130 60 100 50 46 楕円形 N-650-E 542に切られて
いる

544 105 65 90 55 19 楕円形 N -590 - E 第94図29

545 98 60 93 49 8楕円形 N-370-E 

546 150 67 142 58 16 楕円形 N-440-W 

547 112 65 104 55 14 楕円形 N-500-W 

548 123 67 110 48 30 楕円形 N-400-W 

549 133 80 116 67 20 楕円形 N -500 E 

550 160 75 140 63 35 楕円影 南西部 N-1090 -W 

551 

552 108 ム 50 70 ム 50 20 楕円形 N-680-W 

553 ム 40 60 ム 40 42 10 楕円形 北西部 西北 N-520-W 
ト一一一

554 122 ム 75 110 ム 65 19 楕円形 北東部 北東 N -210 - E 

555 140 50 132 35 12 楕円形 N-460-E 496によって切
られている。

556 iム 90 N-300 W 

557 120 ム 80 97 78 26 楕円形 北西部 西北 N-710-W 2f';921><1202、203

558 ム 93ム 60ム 85ム 50 35 楕円形 中央部 北西 N-290-W 5ヌrii92lヌ1204、1:M432・33

559 100 ム 35 75 ム 45 35 楕円形 N-340 -W 317に切られて
いる。

560 

561 
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石器 3 は有茎の石銑である。基音[~の先端は欠損する。

19号土地墓出土選物(第85図)

石製品:底部から出土した。 3は長さ 4cm、111高1.9cmの勾玉状の石製品で、両阿からの穿孔であ

る。

27号土地募出土遺物(第82図)

土器:覆ことから出土した鉢形土器片で、ある。小波状口縁をなし 2条の平行沈線文がまわる。

28号土地纂出土濯物(第93図)

話器 4は覆土から出土した、有茎の石錬である 0

31号土地暮出土議物(第82図)

こと器:15 • 16は覆士カミらIfl，十ーした鉢形土器片である。 16は 2~3 条の平行沈線文がまわる 0

37号土地纂出土遺物(第93~!)

石器:8は覆土から出土した円盤状石製品である。嬬平な礁を両面から打ち欠L、て作っている 0

40号土地慕出土遺物(第93顕)

石器 5~7 は覆土から Iと1::\土した。有茎の石簸で、 5 は片面、アは両聞にアスフアルトが付着し

ている。

41号土地墓出土遺物(第80図)

土器 1は深鉢形土器である。口縁部に 2{回一対の突起を有し、小波状口縁を塁する。連続刻r:=-I

文がみられ、下方に細L、沈線文がまわっている。

42号土地墓出土遺物(第85図)

石製品 4 ・5は底部から出土した小玉である 0

46号土地墓出土遺物(第82図)

土器:17は覆土から出土した浅鉢形土器片である。口縁部に貼り付を施し、小波状口縁をなす0

1条の沈線がまわり、休部には雲形文が施されてし、る。

47号土培墓出土遺物(第82図)

土器:18・19は覆土から出土した浅鉢形土器片である。 18は平行沈線文がまわってし、る 0

65号土地纂出土遺物 (85図)

石製品 6~22は怪 7 ~ 8 mm程の小玉である。

66号土士広墓出土遺物(第85図)

石製品:23は勾玉、 24・25は小玉である。

74号土地暮出土漬物(第85図)

土製品:26は径1.9 cmの鼓状を呈する耳飾りである。全面にベンガラが塗布されてし、る。

79号土地事出土遺物(第80・85図)

土器 2は口径19.2cm、器高22.8cmを計る深鉢形土器である。地文の縄文はLR (横回転)の単
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節斜縄文である。

土製品:27 ・ 28は径12~13cmの鼓状を呈する耳飾りである 0

80号土域墓出土遺物(第82関)

土器:20は鉢形土器片である。仁l縁部に 2条の沈線がまわる 0

86号土城塞出土遺物(第80・82.93図)

土器:3は査形土器である。頭部は磨消し無文情である。体部にはRL (縦回転)の単節斜縄文

が施されてし、る。 21~28は覆土から出土した。小波状、平縁日縁をなす土器で、平行沈線文、連続

刻目文が施されている。

石器 9は細長い有茎の石鍛である。基部先端は欠損する 0

90号土土産墓出土遺物(第80・82図)

土器 4は深鉢形土器である。地文は結束のない羽状縄文で、 LR.RL (横回転)である。 29

~34は覆土から出土した土器片である。王子行沈線開に連続刻司文のみられるものや、休部に雲形文

を施すものがある。

95号土士広墓出土遺物(第82[El)

土器:覆土から出土した土器片である。 35は平行沈線文が主体である。 36・37は沈線聞に連続刻

白文を施している。

96号土地墓出土遺物(第83図)

土器:38は覆土から出土した浅鉢形土器片で、ある。口縁部に刺突文を施し、体部に沈線@三叉文な

どヵ:ええらhる。

100号土地塞出土遺物(第83図)

土器:39・41は覆土から出土した浅鉢形土器片で、ある。沈線聞に連続刻日文を施すものや、沈線

と雲形文のものがある。

102号土地墓出土遺物(第83図)

土器:42・44は覆土から出土した。 42は口縁部に末端の岐み合う羊歯状文が施される鉢形土器で

ある。 43・44は小波状口縁をなし、沈線文を主体に文様が構成される。

105号土地墓出土遺物(第95図)

石器:扇平な河原石を利用した両国利用のくぼみ石で、ある。

106号土地墓出土遺物(第83・85図)

土器:45は覆土から出士ーした鉢形土器片で、ある。

石製品:29は径9.5mmの両面から穿孔した小玉で、ある。

113号土士広墓出土遺物(第85図)

土製品:30は径1.4mmの鼓状を呈する耳飾りである。全面にベンガラが塗布されてし、る 0

130号土地墓出土遺物(第86図)
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石製品:31 ~33は佳 8 ~ 9mmの小玉て、ある。

135号土拡纂出土遺物 f第86図)

石製品:34~42は径 7 mm~l.lcmの小玉である。

138号土拡墓出土遺物(第93図)

石器:10は覆土から出土した無茎の石織である。

145号土地募出土遺物(第86図)

若製品:43は径7.5mmの小玉である 0

147号土地墓出土遺物(第86図)

石製品:45は径 9mm~ 1 cmの小玉である 0

149号土拡墓出土連物(第86凶)

石製品:46は径1.7cmの小玉で、ある 0

151号土地馨出土遺物(第86図)

石製品:47は長さ 2cmの勾玉、 48~53は 9 mm~ 1 cmの小玉で、ある。

142号土士広墓出土遺物(第86図)

石製品:54~57は 8 mm~ 1 cmの小玉である。

159号土地墓出土漬物(第93図)

石器 :11は茎部の先端が欠損する有菜石鎮である。

161号土地墓出土遺物(第80図)

土器 5は口径7.4cmの深鉢形土器で、ある。地文はRL (横回転)の単節斜縄文である。

162号土域暮出土遺物(第86・87図)

右製品:58~78は径 6 ~ 8mmの小玉である。

164号土域墓出土遺物(第83・87・93図)

土器:46は鉢形ごと器片である。口縁部に 2条の平行沈線文がまわる。

石製品:79は長さ2.3cmの勾玉で、ある。両i商から穿子しされてし、る。

若器:12は両国にきれし、に剥離を施した凹制状の石器である。

177号こり広墓出土遺物(第93図)

石器:長さ28cmの小形の有茎右鎮で、ある 0

184号土地暮出土遺物(第83図)

土器:47は浅鉢形土器片で、ある。口縁部に 2条の平行沈線文をまわし、体部には雲形文を施して

る。

186号土士広墓出土遺物(第87図)

石製品:80~82は径 8mm前後の小玉である 0

193号土城墓出土遺物(第87図)
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ベンガラ混入
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第38図

石製品:83は径 7mmの小玉である。

196号土培墓出土遺物(第83国)

土器:48は浅鉢形二i二器片で、ある。頚部に輔の広い沈線がまわり、他は無文である。

199号土地纂出土遺物(第93図)

石器:14・15は有茎の右鎌である。 14は基ffl3先端が欠損する。

200号土地基出土遺物(第83図)

口縁部に 2条の沈線がまわっている。土器:49・50は鉢形土器片で、ある。

202号土地墓出土遺物(第93図)

石器:16は基部先端が欠損する石鍛と忠、われる。二段からなる特異な石器である。

203号土土広墓出土遺物(第93図)

る。墓古I~にアスフアルトが付着している。石器:17は基部先端が欠損する

204号土地纂出土遺物(第93図)

石器:18は長さ 3cmの小形の有茎石鎮で、ある。

207号土地暮出土遺物(第87図)

石製品:84~86は径1. 1cm~ 1.3cmの小玉である。

210号土士広蕃出土遺物(第94図)

石器:19は長さ4.9cmの有茎の石鯨である。先端部がわずかに欠損する。
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212号土培墓出土遺物(第87図)

石製品:87は長さ4.1cmの勾玉である。戸市iillヵ、ら穿孔されてし、る。

215号土士広墓出土遺物(第87凶)

石製品:88・89は径 9鵬首iJ後の小玉である 0

216号土地墓出土遺物(第87図)

石製品:90は径 8mmの小玉て、ある 0

217号土士広墓出土濯物(第87図)

石製品:91は長さ1.8cmの勾玉である。片i可からの穿孔である。

227号土培墓出土遺物(第83悶)

土器:51は鉢形、 52は浅鉢形土器片である。沈線文が主体である 0

231号土拡墓出土遺物(第83図)

土器:53は鉢形土器片である。山形口縁をなし、日縁部は無文帯である。体部には平行沈線文が

まオつる。

232号土士広墓出土遺物(第94図)

石器:20は基部が欠損する有茎の右鎮である。

237号土地墓出土遺物(第88・89図)

石製品:92~126は 9mm~ 1. 4cmの小玉で、ある。

241号土地塞出土遺物(第89図)

石製品:127~129は 8 mm~ 1 cmの小玉である 0

247号土拡募出土遺物(第94図)

石器:21は全長10.3cmの石槍て‘ある。

254号土地墓出土遺物(第89図)

石製品:130は長さ2.4cmの勾玉である。両面から穿孔されている。

277号土地纂出土遺物(第80図)

土器:6 ・7は深鉢形土器で、ある。 6は 2綿一対の突起が波状にめぐる。口縁部は平行沈線文が

まわり、沈線開に連続刻日文が施される。 7 は小波~犬口縁をなし、口縁部に 4 条の平行沈線がまわ

プア

0 0 

280号土地墓出土遺物(第89図)

石製品:131は長さ1.6cmの小玉である。

285号土培墓出土遺物(第83図)

土器:54~58は浅鉢形土器片である。平行沈線文が主体をなし、 56 ・ 57は体部に雲形文が施され

る。

289号土地纂出土漬物(第83図)

- 87 



土器:59は鉢形土器片である。口縁部に 2条の平行沈線文がまわる。

300号土士広纂出土遺物(第89図)

宿製品:長さ2.7cmの勾玉で、ある。両面から穿孔されている。

301号土地暮出土遺物(第89図)

石製品:133は径1.7cmの小玉である 0

303号土地出土遺物(第89凶)

石製品:134は径 7mmの小玉で、ある。

316号土拡墓出土遺物(第94図)

石器:22は長さ7.8cmの磨製石斧である。

318号土地墓出土遺物(第89図)

石製品:135は径 9mmの小玉で‘ある。

322号土地幕出土遺物(第89図)

石製品:137は長さ2.6cmの玉で、ある。

326号土地慕出土遺物(第83図)

土器:60は鉢形、 61は浅鉢形土器片である。 61は沈線により文様が施されてし、る。

327号土士広纂出土遺物(第89図)

石製品:138~140は径 8mm前後の小玉である。

328号土地墓出土遺物(第83図)

土器:62は深鉢形土器片である。単節斜縄文である。

329号土地墓出土遺物(第95図)

石器:37は磨石である。

330号土拡墓出土遺物(第89図)

若製品:141は長さ 2cmの勾玉である。

331号土地墓出土遺物(第83図)

こと器:63は去を形、 64・65は鉢形土器片である。 63は頚部、 64は口縁部に平行沈線がまわる。 65は

口縁部に束Ij突文が施され、体部は沈線によって文様が施されてる。

332号土地墓出土遺物(第94図)

石器:26は縦型の石匙である。ツマミ部の一部にアスフアルトが付着している 0

334号土地墓出土遺物(第83図)

土器:66は鉢形土器片である。小波状口線をなし、口縁部と体部に 2条の平行沈線がまわり、そ

の聞に矢羽根状の沈線が施される。

344・345号土地墓出土遺物(図版39)

木製品:木製の橋円形を呈する腕輪である。全国に赤色顔料が塗布されている。

88 -



A 
。
ー 期.，士Jt篇

筑M時こl:IlJI -ーーー一ーー-剥lGl}:t弘棋
lI!l刷版貨巴結買J- 1¥.・!I'.眠術色土
lI!2噌眠拠色A、.-J.プ..タ総入 11¥5凪冊縄色土
lI!3晒徳也虫

旦

m・‘'I-HI:聾
正
41.却.

制η"'.JtJI
11¥1掛凝灰白色相官lL.繍色i恥入
11¥21自旬以自色鮎I'lt
jI!，紙調灰白色k

z 蹴号土包Ul ! 
一_46.'1'0.

¥i'、『町、き/

人幽a，
 

‘，
 e
 

プ&
 。

魁
一
回
即
日
一
駐

惰
樋
蝿
感

2
・E銀
眠
-M
・
M
膚

S
2
3

・

餓

m-m濁

旦 2崎lJiWl (;' 

4d.1Om 

， 

止

l暗号土紙厳

11 
』

1曲り土V;l民
lf.1肘尚也:t.
lf.'綱引尚也十.白色品 lプ..タ誕入
lf.3.11 劃側色L.白色組上プ@ヲタ混入
1II・鱒 lIIet 

銀且 156号土‘.

山

畑
'

J

 

訓"

'-

J
7

1
 

A
 

“" 、ふ
ι四

十
色
亀
山

混
一剛
一酬

C

一

出
珊

--h

山
中
則
前

E
削

a・'"了帥m

， 

g ・6崎.

第511!1 土主t. M
嶋
且
《

A
I
副

m

E
F
勾
タ

画
。，
''4'
O
 

M
m
'a
プ

ム

暢

&

幡

宮

-

g
色
。

邑
白
色
。、“
i
L

r

 

t色
k
k

邑
尚
也
也

悔
舗
町
制
制

M
M凋
嗣
阿

8
2
3

・

銑
館
第
鰐

。 ， ~ 
lI!l揖前総色1...ー&プロ，タ説入
ln2庫補血t.oームプ..タ鉱人
ln$掛褐色土



.!l. 193号土拡基 旦:
47.40m 

r守て寸F 1 r ーョシr- .1 
f、トi、¥ J. i"-- 、、、

\マム\~
プ-耳11!ft: !.H色 l
へ/力-;1 ;:r;21r': 煎持j包 l

?fi 311": 褐色 i
C W4fI門前褐色i c' 
192号士;拡選 47.40m 

'3¥ 1 ~ 2 f 第 I!rt: !.H粍j色 l
、4 二〉ーJ 第 21¥': 相色|

W3!外貨徒j色 i

ぺ

引
十

191号上拡墓
第 I!ft: 禄j色 l
百i2 !r1 f長j色i子、 ll'ita色r，lj1-_プロック従人
買i3!，ドi苅泌色l
百14Jiti 11，日経j色ト
百i51i"i 11日制色i、炭化物証述人
司16!ft) l!l'i褐色1:
W7!(': ，'.¥¥褐色1:

A 
山号土植 民 dm

vヒユ~笠~
J 、、、

178'1')ーごと))[;基

/ノ
¥、、 ど'

197号土拡墓

D' 
196-r}J~.:lJj，;t.~ A~ 
J 占 47.30m

斗
D 

♀ 185号:L拡翠 184号:けよ墓 183号J=拡慕 G' 

184号上拡基 一一一一 ~47.30m
E 、3

W31¥': 初色|
江i41同烈見j色i

¥)1111": .'.llftl色| ITi 5 Ir': M色1
~r~ 2 11'ri o'l社1色 i

E 第611": ¥I'il'lf:.lr，lj 1: 
E 

187日1'.:lfj，;:jl.E. 189号I-:.:!Jよ墓 47.30mヰ

第 1照 J黒褐色 1二、ローム粒子混入

第 21，何 ?お色土、 ロームブロヴケ混入 J 第 3府 11川崎色士、ロームブロック混入)'

第 3 隠 11ì~-潟色土、ロームブロソク混入 ー由 。 一一'
1-1' 182号土拡墓 え問、 47.30m

47.20m 一て2斗立とd入シ~

第 1際 111¥潟色土、ロームブロソク混入
第 2層黒褐色上、侵乱

第3府褐色士、 111¥潟色一i二・ロームブロック混入

ロームプロノケ d~ 人

ffillr': Il日制色| 第 11I'i 1It''i性j色l
ffi 211":位j色|

第 Ilrt: lI (írrJ~1 、ロームト.) rui人
tfl2制約色 i、II(iif0色 1-・ロームワロヴケ出入

。 1m 

第52図土拡墓
ハ
同
d



、JU

366号~ljJ.よ芸

2-4-斗

194号L拡慕 土.I_ 364サ l-jL}J~ ~ 47. 40m 
47.40m 

~二ミ二ν コに~
mllf'i !.I.¥社j色 i

rM色 l 第21r'i i立色|
lI;'it品0.1、ロームギ江 r-dc人

B 司'~ 3 J付 抗褐色 1 [3' 47. 40m 

193号 L:J広来

A 

紅1

制百 i跳ダ30m

C〆 c= l ノ
47.40m 

第 1JCli 黒褐色二|二、炭化物・焼土ブロック混入

土拡墓

92 

。

第53図

ム粒子M.入
n1、色 i
~~ìl0色 1:、ロ
尚色一1:
JiJ]夜間色 i

ιr 

1
一
川

l
色
色
加尚附如抱向

怖第削第

ベンガラ
C 



C 

212qL拡基

入

192{:}l~拡墓
A' 
47.40m 

~...~一
第 11汗~');\、体j色 1:

R 第21育問色…i二 口

ふ 第 3屑}疑問色十守 よ二

2011，号二i二拡主主

~H ーブ
第2屑ni'i褐色土、ロームブロソ
第3隠!黄色土

200，198号土拡草

47.40m 

D 

0' 47. 30m 

E 1叩号j--拡来 E I 47. 20m 

ーマ--/ ::r;II1'I!日記色 i-ι 一一一一一一、~ノ U¥2!r'i 粍j色| ローム小フロッケ il~ 入
ローム小フロソケ混入・高IWLii)i) 

197，200号土曜;早
F' 47. 40m H 

197日+拡慕 H' 47. 30m 

1ft 1:・ロ ム il~ 人

、、
3
七』

-
r
f
T
J
 

I
J
M
 

ロ

ト
E
日

!

l

l

l

判
村

一J…
ト
色
|
色
|
色

坂
色
刷
間
色
出
向
色
れ

土
山
間
的
知
山
川
…
以
前
政

コ…
J
4
a
T
1
4
e
:
Z
E
-
-
i

z
J
h
a

れ

B
n白B
U
S
B
y
d
a

焔

1
2
3
4
5
6

U
第
第
第
怖
山
知
山
知
山

。 立l

墓拡土

93 



A 

B 

C 

235なこ1・拡慕 236号土紘基

233号uよ九三

乱、ιでτ-
235号.j~.拡慕 ベンカラ

第 lWI IIiH可潟色 t、炭化物品t人

236.fj..::l二拡翠
?li 1 J('I lIi'1褐色土、J)'!褐色f，liJ:ブロック似入
買i3!('I P'!総色j-
首i3!的 事を潟色-1二、 tm火['j色卜i1:t入

c'47.30m 

D 233号d:J.広墓 ])'47.30m 

日 209号二1:-.拡翠 47.40m 

'-- 1 てフ一一
第 1)菌 !培掲色土 黄褐色粘土ブロック混入

E' 

( ( 1I !?¥¥ ¥ 

-
¥ぐ下__ _/ /208H.1拡悲、、‘ -ー~ー ____.， / uVU#-J←L_Jj.一一一205号 i二拡墓

2-3叩斗 A '47.3Um P'46.80m 

G 208¥:].j".拡来 47.40m 

]3' 47.30m 

226月三l二拡主主 \心~ーヘ 1__./2J
I 1 第1tl)('I 11許制i色|

第l層 1I自福色士、炭化物・黄潟色粘土プロック罷入 I I 炭化物・悦|ブロック似人

第2層賠褐色土、炭化物混入 t I 'お2)付 IIfl!Yl尚色l
にノ 1t3)付制色|

;;r;l)I"'I IlJ色 i、
?!i2)r'I 11;';f品色 L
?!i31!'I 11自体j色 i、
首¥4)VI !.¥¥W色!

L.フロヴク似人

第55図土t広墓

94 -

。 1 m 



A 

B 

C 

2 
¥ 

旬嶋"明『‘-

214;乃777-一守i十!トa
;第品 1υIi"凶i 品災1m泌J色 l上仏:入、 t的如立ωj以火lドれ'11:色f立¥*，'利粘'ilブロ ソク止泌4人
2第F日¥21v!付t! tl必t立i位悩j色 l上 "第1日¥3It'!吋'ti m1前i日H怯泌主お;色 | 

212号ニ!のよ墓

E 

244号-一J
一2第f日¥1川11'‘t'j 乳怯尚j色 iト

第21桝付 !伏K主渋Y色 i上:、
noJ，'ilプロックilt人

41 第3""1 持拡j色LWiI 
百¥41r'1 1}(:.I.l，色|

47. 10m 

47.10 打1
C' 

219号号へJ
t第n11肘凶 11桁n前;日1弘尚j色 | 

F 

Z 
、ーーーー一ーーーーー-->--ーー一回

第 llf') II{¥I品在L…1:、持制色!-.N:I出入
耳121ft} ，'H潟色 i、{在住j色|ブロック泌人
>)'i 3 Jrt! 尚尚色|
百~41('1 11日前灰色|

褐灰色土

220Fj-二上拡主，
ー-てご

3 
一一_...../ーー

第 llr可決樹
立¥2 If'! I能性j
e.i¥31f'! I附1¥i
e.i¥ 4 1('1 IりJb'i

:第1';2 I肘v吟戸吟it必な怯泌j色 l 
百¥3 Ir'l 武見j色 1:、¥，'V;I(I'¥El1泌人
耳i4)!"i .vti品色¥.、!火¥'¥ElWi1ブロックi11人
第 51f'1 Ilf¥褐色 l

第56図

- 95-

D'47.30m 

E' 47.10m 

F'47.10m 



353号土地纂出土遺物(第90凶)

石製品:142~145は筏 9 mm~ 1 cmの小玉である。

360号土地纂出土遺物(第90図)

若製品:146~151は径 8 mm~l.lcmの小玉である。

367号土地慕出土遺物

石製品:破片であり図示できないが、小玉 6点が出一土している。

370号土士広慕出土遺物(第94凶)

石器:23は刃部が欠損、する麿製石斧である。

382号土地墓出土遺物(第84図)

土器:67~70は鉢形士器片である。口縁部に平行沈線が施される。 70は小波状口縁をなし、体部

には羊指状文がみられる。

384号土地墓出土遺物(第90図)

石製品:152~155は長径 91問、長さ 1.4cmの管玉状の玉である。

390号土地纂出土遺物(第90図)

石製品:156~161は径 6 mm~ 1. 1cmの小玉で、ある。

393号土地墓出土遺物(第90図)

お製品:162は長さ1.7cmの勾五である。

397号土拡墓出土遺物(第90図)

石製品:163は長さ3.2cmの勾玉である 0

400号土地墓出土遺物(第84図)

土器:71は浅鉢形土器片である。口縁部は磨消し無文帯である 0

402号土地慕出土遺物(第84図)

土器:72は浅鉢形土器片である。口縁部に 2条の平行沈線がまわり、体部も沈線で文様が施され

ている。

405号土地墓出土遺物(第84凶)

土器:73は鉢形土器である。小波状口縁をなし、体部に突起を付し、それに連絡するようにして

4条づっ平行沈線文がまわっている。

411号土地墓出土遺物(第90・94図)

石製品:164 ・ 165は 9mm~ 1 cmの小玉で、ある。

石器:24・25は有茎の石鍛である。 25は基部先端が欠損してし、る 0

415号土地慕出土濯物(第84図)

土器:74は浅鉢形土器片ーで・ある。口縁部の沈線開に連続刻!二i文が施されている 0

418号土士広纂出土漬物(第90図)
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石製品:166~169は 8mm前後の小玉である 0

424号土塙募出土遺物 f第91図)

石製品:170は径1.6cmの小玉である 0

428号土拡募出土遺物(第91図)

石製品:171は長さ2.3cmの勾玉である。 172・173は筏8mmの小玉である 0

434号土地墓出土遺物(第91図)

石製品:174は径8mmの小玉である 0

437号土地墓出土遺物(第91図)

石製品:175は径8mmの小玉で、ある 0

446号土地墓出土遺物(第91図)

石製品:176・177は径9mm~ 1 cmの小玉である 0

450号土拡墓出土遺物(第91図)

石製品:178は径 9mmの小王で-ある 0

453号土地墓出土遺物(第84図)

土器:75・76は浅鉢形土器である。沈線を主体に文様を施している 0

460号二日広纂出土遺物(第89・91国)

高製品:136は長さ1.9cm、179は長さ 3cmの勾玉である。 180は径 9mmの小玉である D

471号土地墓出土遺物(図版47)

木製品:木製の楕円形の腕輪であり赤色顔料が塗布されている。

話器:30は基部の欠損する磨製石斧である。

479号土地墓出土遺物(第94・95図)

石器:31は基部の欠損する磨製石斧、 38は両面使用のくぼみ石で、ある 0

481号土地墓出土遺物(第91図)

石製品:181は径1.1cmの小玉である 0

492号土城墓出土遺物(第91図)

石製品:182は長さ2.6cmの勾玉である 0

497号土地墓出土濯物(第94図)

右器:32は有茎の石簸である。基部先端が欠損する。

507号土地墓出土遺物(第91図)

石製品:183は長さ1.9cmの勾玉である 0

511号土地墓出土選物(第84図)

土器:77は鉢形土器片である。口縁部に 3条の平行沈線がある。

512号土培墓出土遺物(第91図)
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石製品:184~188は径 9 mm~ 1. 1cmの小玉である 0

524号土拡纂出土遺物(第91図)

石製品:189は長さ1.8cmの勾玉である。

525号土拡纂出土遺物(第91図)

石製品:190は長さ2.1cmの勾玉である。

535号土地墓出土濯物(第92国)

お製品:191・192は経1.2cmの小玉である 0

539号土地纂出土遺物(第92図)

石製品:193~201は筏 6 mm~ 9 mmの小玉である 0

542号土地暮出土遺物(第95図)

石器:39は石血の破片である口

544号土地墓出土遺物(第94図)

石器:29は有菜の石鍍である。基部先端が欠損する 0

557号土地墓出土遺物(第92図)

石製品:202は長さ2.8cm、203は長さ2.1cmを計る勾玉である。

558号土拡纂出土濯物(第92図)

石製品:204は長さ2.1cmの勾玉で、ある。

石器:32・33は有菜の石鉱である。 32は両端部、 33は基部が欠損している。

-114-



J' !!.lO. 

b行主ジゾ

giz iiU凶 32f克人

制 批 鉱草 "...曲・
IUl -

ノLさι___..d.-
lI!'. I白梅色土、鋭化暢浪人
lf!211! .拠邑1
1113精鱒色1ヒ

V明....

4持‘HJ鉱E臨 l' 4!品指摘

三安プ7‘
3同 制色土
2岡 崎償制色t
S栂歯配偶也J;
‘岡崎拠色1

叫@り』盤厳 司

一三三三ヲ
附起債自e".・タ臥

‘誼η1=-:.. <$99上健遇

制よーとぜベェt7
経総LZJi品目向仏Z沼郡位、制叫

cコε
4抽守土S広厳

ZiE 22主ゾ ー&内川混入

‘39'1十鉱揖

フ

山引...
一

て二時

p 

。
ー

且

ム

Q' 

備。弓全駆ヨ民

正
A 

主 A'.(1.()()m 

・・61Hc鉱厄

~ 
11¥01-裕色L 際叱暢総入

.1/. 

且

-捕時t-.I目聡

... ~叫 一一ーす-"\'7て二」
!I¥'腿純血r r I _/  ""1 r.tr.ll 
11¥2輔 a・8ぼn色2・、制包十組入 、ーー一一- 第a鮒 峨情。aι.IItf包・b'
ι '57り士直厳 司自眠1色'プ@ ψタ!I人

冒11福島健也士、機匝白色t.プ0 ヲタIi入 ~ ~.， IV¥_ 
lRZ肘 ・自制池土 ・55')土JI;睡ー-r......，.vv，:_ o t" 4'1，IOm 

，〆 n ・a吋 1肱混 一
・出吻J且篇 ____，. I 1'1 ... ._-_ _戸

:...L .....----イ l -.;:::ーと土乙~
笥lJ掴貧尚也士、。ームプ.，タ&入
lR2J11拠巴念、o-J.プo.タ浪人

-日号企!Ii:l・闘士

"
 

剖

T
r

， .. @ 

-日号+....<<
第 l扇 m嵯白叫、削位kプωリ 編入
lIIZ掴 I15I1~Flf!七、 ・~n巴 tプø ，タ混入

土Jjj;.!l!611il1 
制。t広‘
1112嗣健也オ，， 11泌色肱 1:プ07タ侵入



A 

¥ 
¥ 

半-4一、52号こはり ¥ 
~ 

'9--

C C' 47.30m 

。

439号土拡墓

八

。
十1 5 -E 

A' 47.10m 

459号土拡慕

寸ー-1 J 

第 1層 i倍褐色土、炭化物混入
第2層黄褐色土

13 13' 47.30m 

442号二上君主墓

てごア
策l層 褐色 i二、ロームブロック・炭化物混入

4292号t二:1ft会ミ

441号土拡翠 拡墓
第 1)霞褐色土、黒色土微量混入 第 1)邑褐色J二、ロームブロックー炭化物混入
第 4 居Ilt~褐色二L、黄褐色 iて・フPロック混入 第2Ji語暗褐色J二

D D' 47.30m 

褐色土、黒色土微量混入
黄福色土
ti~褐色土、ロームブ、ロック混入
時褐色士、黄褐色土・ブ、ロック混入

i培黄同色二i二

第68悶 土士広墓

117 -



会_ 402出jJ.tF.~

(、____:_=/d
第11習 1Iお褐色土、!支・口ーム混入
第 2層 Il，j褐色二t第3屑 Ill'i褐色士:

- 412なi二拡基

てプ一一
412号一i二拡墓
~11 If'I 悩色 1

411号土拡慕
冴~ 1 h'tj lYl耗j色 1.、ロームil.e人
第2)，伴京協色1:

c- ・
405号二!二拡:慕

'-一日一
405-号二1...>>.主主2
406号土拡慕 mllf'I IりH!J色 l

II 

403守I:JJ.よ主主

m 1 hYI 褐色1:、ローム料fi1.e人一一一一一一宮94号二1:拡墓

D 

~12 hYI Ill'i氾色 1. ~11 If'I 111社j色 l
第 3hYI Ilt'i紘j色 l、ローム料 (M人m2lf'I 1リl社J~I 、

ローム似人
397号土拡墓 395守二L-.>>M:~
~ 1 ¥ '- ，;，:-=; 

褐色I二、

炭・ローム混入L..__，;，_立一一

第69図土拡慕

397号.1二拡芸

tf¥llf'I 泌色 i
tf¥2If'I 手L同色|
~13 If'I !，H同色 1
m4Jr')乳的色 i

第5If') 抑制色 1
m61f'I 乳必色 l
第 7If'I 1' 1~*I'i 1 
~18If'Î 尚~I入 I'I~I 出入
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土拡墓第77図
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第2層褐色土
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第80図遺構内出土土器
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土地(第96~114~1)

ゴ二拡は調査区域全域で、検出された。ここでは撹乱穴、 f五棟、掘り方の不明瞭なものを除き、
1号

~168号までを・図示した。詳細については去としてまとめた。

土士広出土遺物

28号土地出土遺物(第120国)

石器:40は先端・墓古I~が欠損する石簸である。石賀は頁岩である。

30号土地出土遺物(第120図)

石器:41は有茎の石簸である。石質は頁岩である。

37号土士広出土遺物(第115・120図)

土器:78~88は覆土カ為ら U::\ 土した。 78~80 . 83は深鉢形土器、その他は浅鉢形土器で、ある。 78・

83は小波状口縁、 79・80は IJ縁部に 2{回一対の突起がみられ、体部には沈線文を施
してL、る。 81・

82は口縁部に連続刻目文がある。 84~88は [::1 縁部に 1~2 条の沈線を施している。 80~88の体部に

は雲形文が施される。

話器:42・43は有茎の石鎮である。石質は頁岩である。 44は磨石である 0

40号土地出土遺物(第115図)

土器:89・90は壷形土器の破片である 0

47号土拡出土遺物(第115図)

土器:91は地文が縄文だけの深鉢形土器片である。
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10cm 第2層 茨褐色士;土出棺草。
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45 106号土拡墓 53 231号二i二拡墓 。 10cm 
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第84図 器土出

48号土地出土遺物(第115・120図)

土器 100は鉢形土器である。口縁に突起を付し、頭、部に連続刻目文がまわる。その下に 2条の

沈線を施している。 101 ・ 102は浅鉢形土器で、ある。口縁部・体部に 2~3 条の沈線をめぐらし、そ

の間に磨消し手法を用いた雲形文が施されてし、る。

石器:45は大形扇子打製高斧である。基部に対して直角に刃部を作り出し、刃部は半円状を呈す

る。

56号土域出土濯物(第115図)

土器:104は浅鉢形土器の体部破片である。細い 2条の沈線開に雲形文が施される 0

57号土城出土遺物(第115図)

土器:104は鉢形土器である。小波状口縁をなし、 2条の沈線がめぐってし、る 0

58号土域出土遺物(第115図)

土器:105・106は深鉢形土器である。口縁部は磨消し無文帯で、105は口縁に 2個一対の小突起が

つく。 107は壷形土器である。 3条の隆線文がめぐっている。沈線間に末端の岐み合わない羊歯状文

が退化し、平行線化した形のものが施されてし、る。

73号土地出土遺物(第116図)

土器:110~113は鉢形土器である。平行沈線文、連続刻日文などがみられる。114~116は浅鉢形土

器である。 2~3 条の平行沈線文を施し、間に刻目、雲形文、三叉文を施している。

75号土城出土遺物(第116図)

土器:117・118は浅鉢形土器である。沈線開には連続刻呂文がめぐっている。

77号土地出土遺物(第120図)
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拡一覧表

規模 (cm)
番号 平面形 断面形 出土遺物 備 考
長軸 短軸 深さ

1 70 52 5楕円形 皿 状 第96図

2 56 14 円 背5S品 状 第97図

3 52 12 洗面器状 第96図

4 100 74 12 楕円形 洗面器状 第96鴎

5 96 16 円 形 洗面器状 第96図、ピット有

5 114 103 32 楕円形 鍋 状 第96図

7 82 12 円 資2皿 状 第96図

8 100 48 18 不整形 鍋 状 第96図

9 116 94 16 楕円形 皿 状 第100図、溝有

10 104 93 23 楕円形 洗面器状 第100図

11 86 82 17 楕円形 洗面器状 第100図

12 108 96 28 楕円形 鍋 状 第101図

13 110 75 10 楕円形 血 状 第101図

14 112 27 円 背三 鍋 状 第101~

15 106 28 円 賢三 重品 状 第96図

16 80 9円 背5朋 状 第101図

17 148 108 14 楕円形 血 状 第108図

18 80 62 22 楕円形 S局 状 第96図

19 118 82 20 楕円形 鍋 状 第114図

20 88 36 円 背三 富島 状 第114図

21 66 60 10 楕円形 血 状 第99図

22 96 82 10 楕円形 血 状 第99図、ピット有

23 80 72 10 楕円形 血 状 第98図

24 110 32 円 背三 室員 状 第98図

25 108 18 円 背三 重品 状 第98図、ピット有

26 118 30 円 青5洗面器状 第99図、ピット有

27 70 7円 背5血 状 第99図

28 172 152 32 楕円形 洗面器状 第120図40 第99図

29 124 116 17 隅丸方形 室員 状 第101図、ピット有

30 106 98 17 不整形 加 状 第120図41 第101図

31 104 28 円 背三 S品 状 第114悶

32 85 14 円 背5洗面器状 第103図

33 110 70 17 楕円形 血 状 第103図、ピット有

34 66 58 18 不整形 S品 状 第98図、ピット有

35 106 98 28 梼円形 鍋 状 第98図
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規模 (cm)
番号 平面形 断顔形 出土遺物 備 考
長車由 短軸 深さ

130 54 ド] Jf:; 
2品 状 第98図、BがAを切っている。

46 

37 172 39 円 背三 主品 状 第115図78""""";郎、第120鴎42.........，44 第98図

38 132 48 円 背三 主品 状 第97図

39 172 116 8楕円形 血 状 第97鴎、38号土拡に切られているO

40 140 33 円 背5S品 状 第115図的.90 第99図

41 68 38 円 背5鈍 状 第101図

42 88 62 8楕円形 毘 状 第101図

43 56 46 9楕円形 血 状 第101図

44 73 12 円 背5主誌 状 第103図

45 66 13 円 形 血 状 第101盟、ピット有

46 69 14 丹 汗三 鍋 状 第103図、ピット有

47 88 26 円 背三 主品 状 第115図91 第101図

48 103 52 円 百三 ビーカー状 第115図92--99 第101図

49 55 9丹 形 血 状 第102陸

50 70 65 4楕円形m 状 第102図、ピット有

51 84 38 円 背5を品 状 第115図100---103、第120図45 第103図

52 120 74 30 楕円形 錨 状 第104図

53 70 68 15 不整形 錨 状 第104図

54 58 46 円 背5袋 状 第104図

55 80 72 43 楕円形 鍋 状 第103図

56 332 52 10 不整形 加 状 第115図104 第104図、ピット有

57 122 52 11 楕円形 血 状 第104図、ピット有

58 240 210 43 楕円形 重品 状 第115図105--109 第97図

59 60 5円 形 皿 状 第99図

60 98 15 円 背三 血 状 第99図

61 95 88 23 楕円形 主品 状 第99図

62 128 40 円 形 S局 状 第99密

63 92 30 円 形 主品 状 第100図

64 82 26 円 背5主詰 状 第100国

65 100 14 円 形 主局 状 第100図

66 96 28 円 形 鍋 状 第100図

67 50 12 円 背三 主品 状 第100図

68 78 70 14 楕円形 鍋 状 第100図

69 62 17 円 形 主品 状 第100図

70 114 44 円 形 ビーカー状 第103図
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規模 (cm)
番号 平田形 断面形 出土遺物 備 考
長軸 短軸 深さ

71 78 68 22 楕円形 童話 状 第100図

72 47 9円 背5郎 状 第100関

73 154 146 23 楕円形 洗面器状 第116図110--116 第114図、ピット有

74 60 12 円 背5童話 状 第100図

75 244 192 83 楕円形 ピーカー状 第116悶117.118 第103図、捜乱あり

76 83 70 18 楕円形 金品 状 第102図

77 130 36 円 背三 主品 状 第120図46--48 第102図

78 107 70 円 背三 袋 状 第116図119"""'126、第121図55 第102図

79 49 38 8楕円形 国 状 第102国

80 108 104 28 楕円形 車両 状 第116図127""'129 第102図

81 78 70 16 楕円形 車両 状 第102岡

82 70 60 30 楕円形 主品 状 第102図

83 98 10 円 形 皿 状 第97図

84 140 22 42 円 育三 主品 状 第116図130"'137、第117関138"'143 第102図

85 72 56 16 楕円形 洗面器状 第105図

86 93 92 22 不整形 血 状 第105図、ピット有

87 208 132 26 楕円形 主品 状 第104図、ピット有

88 190 110 18 楕円形 主品 状 第117図144--147、第120図49 第105図

89 160 99 22 楕円形 皿 状 第105図

90 130 34 円 背5鍋 状 第105図

70 54 40 枯i 丹形
鍋平4司λE 

状
第105図

104 58 58 梓~ [1] Jf; 状

92 100 90 80 楕円形 袋 状 第105図

93 136 84 20 楕円形 S品 状 第117図148.149 第107図

94 75 20 円 五5洗面器状 第106盟

95 80 65 15 楕丹形 洗面器状 第106図

96 80 60 28 楕丹形 主品 状 第105図、ピット有

97 110 12 円 背5S品 状 第106図

98 78 22 円 丹三 洗面器状 第111図

99 96 46 円 背三 S品 状 第117図150"""'159 第107図

100 122 22 円 背三 洗面器状 第121図53 第107悶

101 125 98 34 楕円形 童話 状 第107図

102 112 68 15 楕円形 朋 状 第106図

103 96 22 円 形 洗面器状 第117岡160 第106国

104 93 40 円 背5主品 状 第106罰

50 12 Pl iT; 洗面器状訳 B、第117図161 第106図46 15 IIj ]f; 洗面器
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規模 (cm)
番号 平面形 断面形 出土遺物 備 考
長軸 短車出 深さ

106 78 70 20 楕円形 鍋 状 第106図

107 130 118 8楕円形 血 状 第106図、ピット有

108 64 60 20 楕円形 主品 状 第107図

109 54 16 円 形 S品 状 第107図

110 102 33 円 売5主品 状 第107函、ピット有

111 140 82 18 楕円形 洗面器状 第121図54 第107図

112 88 80 18 不整形 鍋 状 第106悶

113 108 86 6楕円形 皿 状 第106図

114 102 96 25 精円形 S品 状 第106図

115 68 27 円 形 S品 状 第121図56.57 第111図、ピ、ソト有

116 101 25 丹 背5S品 状 第111図、ピット有

117 66 11 円 形 洗面器状 第117悶162• 163 第110図

118 50 12 円 背三 洗面器状 第110図

119 75 12 円 形 洗面器状 第110図

120 58 52 22 楕円形 S品 状 第110図

121 112 36 円 青2産品 状 第118図164"""'166、第121鴎60 第108図

122 96 35 円 汗三 S品 状 第118図167--170 第108岡

123 146 12 円 背5郎 状 第112図

124 100 円 形 洗面器状 第111図

125 140 80 10 不整形 組 状 第108図

126 82 16 円 背3洗面器状 第108図

127 100 20 丹 背三 洗面器状 第108図

128 76 70 30 楕円形 童話 状 第108図

129 102 76 22 楕円形 鍋 状 第109図、ピット有

130 154 100 16 楕円形 洗面器状 第118図171 第108図

131 72 20 円 背三 S局 状 第121図58 第108図

132 105 94 30 楕円形 鍋 状 第109図

133 98 72 25 楕円形 S品 状 第118図172• 173 第109図

134 97 71 17 楕円形 主品 状 第109図、ピット有

135 63 28 円 形 袋 状 第121図59 第110図

13614 
128 118 楕円形

S局 状 B、第118図174・175 第110図B 100 30 円形

13714 
92 44 円 形

鍋 状 第109図B 74 18円 ]f;; 

138 82 72 18 楕円形 S品 状 第118図176.177 第112図、ピット有(-50cm) 

139 72 25 丹 形 S品 状 第112図、ピット有(-50cm) 

140 106 88 26 楕円形 S品 状 第112図、ピット有
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規模 (cm)
番号 平面形 断面形 出土遺物 備 考
長袖 短軸 深さ

141 86 58 12 楕円形 洗面器状 第113圏、ピット有

142 70 58 20 楕円形 鍋 状 第121図61 第113図、ピット有

143 82 30 円 背5S品 状 第113図

144 72 18 円 背5鍋 状 第112図

145 103 24 円 背5S品 状 第118図178.179 第111図

146 102 66 丹 形 ビーカー状 第118図180'"'-'183 第112図

147 60 12 円 背5洗臨器状 第113図

148 67 26 円 背5S品 状 第111図、ピット有

149 102 22 円 背Z洗面器状 第118国184----189、第121図62 第109図

150 160 60 円 形 ピーカー状 第118図190，....，192、第119図193"""198 第109図

151 146 123 58 楕円形 S品 状 第119図199、第121図63 第110図

152 110 90 16 楕円形 洗面器状 第112図

153 106 84 14 楕円形 洗酉器状 第109関、ピット有

154 80 70 10 楕円形 即 状 第119図200 第110図、ピット有

155 128 68 18 楕円形 朋 状 第119図201.202、第121図64 第110図、ピット有

156 107 92 23 不整形 主品 状 第111図、ピット有

157 86 78 20 楕円形 主品 状 第113図

158 80 58 8楕円形 洗面器状 第111図

159 160 156 35 楕円形 車両 状 第119図203'"'-'207 第114図

160 140 30 円 背三 洗面器状 第113図、ピット有

161 190 164 50 楕円形 古品 状 第120図50 第114図

162 188 162 16 楕円形 皿 状 第114図

163 117 74 10 楕円形 血 状 第120図51.52 第113図

164 96 42 円 形 在員 状 第113図

165 151 135 10 楕円形 血 状 第113図

166 140 118 42 楕円形 鍋 状 第112図

167 156 140 28 楕円形 金属 状

168 68 15 楕円形 を品 状 第119図208 第114図159号土拡に切られるc
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酒器:46は若干降、曲し、一部にアスフアルトの付着痕がある。削器と考えられる。 47は基部が細

長し、石簸である。基部の両縁にアスフアルト付着痕がみられる。 48は届平な石器で両面には多数擦

痕がみられる。

78号土士広出土遺物(第116・121図)

土器:119~121は鉢形土器である。口縁部には 2~3 条の乎行沈線文がめぐり、 119 120は途中

できれて、連続刻白文が 3~4 列みられる。 120 . 121は小波状日縁を呈する。 122は査形土器で、頚

部に 2 条の陸線がめぐっている。 123~125は浅鉢形土器である。日縁部に 2 条の沈線をめぐらし、

間に連続刻目文が施されている。体音I~に沈線がめぐり、 i聞に細かし、連続刻 l-=l 文が施されている。体

部の幅広い磨消し帯には雲形文がみられる。

石器:55は刃部が一部欠損する磨製石斧である 0

80号土地出土遺物(第116図)

土器:127~129は鉢形土器である。小波状口縁をなし、 127 . 128は平行沈線開に末端の岐み合わ

ない羊歯状文が施される。 129は 2条平行沈線文が施される。

84号土士広出土遺物(第116.117図)

土器:130~134は鉢形土器である。 134 は小波状口縁をなし、口縁部に 2 条づっ沈線をめぐらし

ている。その間に末端のn交み合わない羊歯状文の退化した文様を施してし、る。他は平行沈線文、雲

形文などがみられる。 135~134は浅鉢形土器である。 137 は末端の校み合う羊歯状文が施されてい

る口 134 は羊歯状文が退化し、平行線となり、間に連続刻白文が残っている。 140~143は庄口ごと器

である。 140~142は羊歯状文が施されており、 141は 2 段に連続刻目文が施される。 143は体部に磨

消し帯と雲形文がみられる。

88号土地出土遺物(第117ぺ20区])

土器:144~147は鉢形土器である。!こ!縁部に 2~3 条の平行沈線文が施される。

石器:49はくぼみ石である。

93号土地出土遺物(第117図)

土器:148 . 149は浅鉢形土器である。口縁に貼り付文を施し、小波状口縁をなしている 0

99号土域出土濯物(第117図)

土器:152は深鉢、 150 ・ 154は鉢、 151は表、 153~158は浅鉢形土器である。 151 は頭部に 2 条の

経線がめぐり、上に連続刻目文を施してし、る。経線に f8Jの字状の把手を付けている。 153・154

は沈線開に平行線化した末端のn交み合わなL、退化した羊歯状文が施されている。 157. 158は口縁部

に連続刻白文が施されている。

100号土地出土遺物(第121図)

石器:53は横型の石匙である。ツマミ部両面にアスフアルト付着痕跡がある 0

103号土地出土遺物(第117aD
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土器:160は浅鉢形土器である。沈線文と横方向にのびる大腿骨文が施されている。

105号土域出土遺物(第117鴎)

土器:161は鉢形土器である。層状の突起を中心に沈線文が施されている。

111号土描出土濯物(第121悶)

石器:54は有茎の石織である D

115号土地出土遺物(第121図)

若器:56は石剣である。両端は欠損している。 57は縦型の石匙である。ツマミ部分の両面にアス

フアルトが付着している。

117号土地出土遺物(第117図)

土器:162・163は鉢形土器である。区画内に連続刻百文が施されている。

121号土地出土遺物(第118・121図)

土器:164 • 166は浅鉢、 165は鉢形土器である。沈線を主体に文様を施している。 165は工字文

匝Uこなる。

若器:60は刃部の一部が欠損する磨製石斧である。

122号土培出土遺物(第118図)

土器:167~169は鉢形土器、 170は浅鉢形土器である。 167は小波状口縁をなし、二条の平行沈線

文がまわる。 168・169は平行沈線文をまわし、 164は山形口縁をなす。 170は沈線開に連続刻目文を

施している。

130号土士広出土遺物(第118図)

土器:171は鉢形土器である。小波状口縁をなし、 2条の平行沈線文をあらわしている。

131号土培出土遺物(第121図)

石器:58は扇平な凝灰岩を使用したくぼみ石で、ある。

133号土城出土遺物(第118図)

土器:172は注口土器、 173は浅鉢形土器である。し、ずれも連続刻白文がみられる。

135号土域出土遺物(第121図)

石器:59は磨製石斧である。

136号土地出土濃物(第118図)

土器:174は浅鉢形土器、 175は注口土器である。 174は口縁部に連続刻白文、体部に雲形文が施

されている。

138号土地出土遺物(第118図)

土器:176・177は浅鉢形土器である。 177は口縁に貼り付けによる小波状口縁をなし、 3条の平

行沈線文がまわる。体部は磨消し手法により IX J 字状文などが施されている。

142号土城出土遺物(第118図)
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193，.._.198 150号土拡

200 154号ー土拡

203，.._.207 159号土拡

199 151号土拡

201、202155号土拡
208 168号土拡

第119図 遺構内出土土器

石器:61は刃部が欠損する磨製石斧である。

145号土地出土遺物(第121図)

。 10cm 

土器:178は鉢形土器、 179は浅鉢形土器である。 178は小波状口縁をなし、 2条の平行沈線文が

まわる。 174は口縁部に連続刻白文、体部には沈線文がみられる。

146号土域出土遺物(第118図)

土器:180~182は鉢形土器、 183 は浅鉢形土器である。口縁部に連続刻目文がみられ、平行沈線

文が施される。 181は体部に羊歯状文が平行線化した文様がみられる。

149号土地出土遺物(第118・121図)

土器:184~188は鉢形土器、 184は浅鉢形土器である。 184を除き、連続刻目文と平行沈線文を主

体に文様を施している。

石器:62は有茎の石鎮である。

150号土地出土遺物(第118・119図)

土器:191 ・ 194は鉢形土器、 190 ・ 192 ・ 193 ・ 195~198は浅鉢形土器である。浅鉢形土器は、口縁

部に平行沈線文、連続刻白文を施し、体部は無文、磨消し縄文により IX J 字状文が施されるのが
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主体を占める。

151号土地出土遺物(第119・121悶)

土器:199は浅鉢形土器である。口縁に波状文、体部には謄消し縄文によるら J 字状文が施さ

オ1る。

石器:63は縦型石匙である。

154号土士広出土濃物(第119図)

土器:200は鉢形土器である。口縁部に平行沈線文がまわる。

155号土地出土遺物(第119• 121図)

土器:201 • 202は鉢形土器で、ある。 201は小波状口縁、をなし、連続刻白文が施されている。 202

は口緑、が「く J の字状に外皮し、無文帯である。

石器:64は両面使用の rくぼみ石」である。

159号土地出土遺物(第119図)

土器:203~205 ・ 206 は鉢形土器である。鉢形土器は小波状口縁をなし、平行沈線文がまわる。

205は体部に連続刻目文が施されている。

161号土地出土濯物(第120図)

石器:50は刃部が欠損する磨製石斧である。

163号土地出土遺物(第120図)

石器:51・52は有茎の石鍛である。

168号土域出土遺物(第119図)

土器:208は深鉢形土器片である。

出土土器

地方遺跡では、遺構内外から多くの土器が出土している。特に遺構外の (6-4 ~10- E ~ J) 

グリッド付近は沢頭になっており、おび、ただしい量の土器が出土している。整理用コンテナで約600

箱ほどである。ここでは、それらの中から復元、実測できた土器、拓本資料として抽出した土器に

っし、て扱うこととした。土器はすべて縄文時代晩期の土器であり、土器型式から群に、器形から類

に分類して述べる。

第 1群土器(第136図・第163図881)

大洞B式土器を本群とした。器種には深鉢、注口土器がある。

I 類土器:深鉢形土器である。その施文様から a~c 類に分類できる o

a類 (365・366・374)

平縁で、頚部に 1~2 条の沈線がめぐり、口縁部には三叉文が施される。

b 類 (367~373)

1 a類と同じく平縁であり、口縁頚部に沈線がまわっているが、口縁部の三叉文が沈線となって
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のび、入組三叉文を呈する。

c 類 (375~378 ・ 380 ・ 381)

平行沈線文と、入組沈線文によって文様帯が構成される。 375~378などは大澗 B-C式の:手権;伏

文の出現を想起させる。

豆類土器:注口土器を本類とした。 881は沈線により、三叉文、藤消文を擢i¥.，、ている。

第 2 群土器(第124図219~226 ・第126~1248~250 ・第127図260 .第133図344~346 ・第134関 353

~355 ・第137悶382~387 ・第140図'第141図。第142図@第143図506~512 ・第152図681~692 ・第

163図882~896 ・第164悶897~903)

大澗 B C式土器を本群とした。器種には、深鉢、鉢、台付鉢、査、浅鉢、皿、注口土器がある 0

1 額こと器:深鉢形土器を本類とした。その施文様から a~c 類に分類できる。

a類 (382)

頚部に沈線文をめぐらし、口縁部には大きな羊歯状文が施される土器である o

b 類 (383~385)

口縁部に 2~4 条の平行沈線文をめぐらし、沈線開に大きな連続刻白文が一段な L 、し二段施される

土器である。

c類 (386・387)

口縁部十こ忠郎、沈線を数条めぐらし、沈線聞には平行線化した志郎、羊歯状文が施されている。

宜類土器:鉢形土器を本類とした。施文様から a~e 頼に分額できる。

a 類 (222~224 ・ 446~450 ・ 465~481)

口縁部に文様が施される土器群である。沈線開に末端のi安み合う羊歯状文が施される。

b 類 (225 ・ 226 ・ 483~501)

口縁部に文様が施される土器群で、ある。沈線問に末端の!皮み合わない羊歯状文が施される。

c 類 (260 ・ 437~443 ・ 445 ・ 455~459)

2~3 段の羊歯状文と連続刻目文が組み合わさる土器群で、文様帯の IIJ高が広くなる。

d類 (444)

口縁部に入組三叉文が施され、腕部沈線開に c字文渦巻が施されている o

e 類 (460~464 . 506~510) 

口縁部に文様が施される土器群である。羊商状文が退化して平行線化し、連続刻日文が 2~数段

にわたって施される。

班類土器:台付鉢形土器を本類とした。その施文方法から a~c 類に分鎮できる o

a類 (248)

口縁部に文様が施される。末端の岐み合う羊歯状文が施されている o

b類 (250)
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口縁部、体上部に文様が施される。末端のi安み合わない羊歯状文と、体上部に磨消し縄文によ

る rX J 字文が施されている。

c類 (249・251・252)

口縁部に文様が施される。羊歯状文が進化し一列になり平行線化し、その間に連続刻白文が施

れている。

N類土器:浅鉢形土器を本鎮とした。その施文方法から a~c 類に分類できる。

a類 (681・682・684・685)

口縁部の沈線開に末端の校み合う羊歯状文が施される。

b類 (683・686・687)

ロ縁部の沈線問に末端の校み合う羊歯状文が施され、さらに体部に磨消し縄文による雲形文が施

さオ1る。

c 類 (689~691)

口縁部に末端のi安み合わない羊歯状文が施され、体部に磨消し縄文による雲形文が施されるもの

である。

V類土器:j里形土器を本類とした。その施文方法からa ~b 類に分類できる o

a類 (344)

口縁部に末端の岐み合う羊歯状文が施される o

b類 (345)

磨消し帯によるクランク状の帯を口線部から底部に施し、間に三三文文、田文文が施される o

U類土器:査形土掃を本類とした。その随文方法からa ~b 類、に分類できる。

a 類 (856~859)

連続刻白文と沈線によって文様が施されている o

b類 (854• 855) 

口縁部、肩部にC字状渦巻が展開されるものである。

四類土器:注口土器を本類とした。その施文方法からa~d 類に分類できる o

a類 (353・892・893・898)

口縁部の沈線開に校み合う羊歯状文を施し、下部、胴部に連続刻日文を施してし、る o

b類 (354・883・884・886・888・889・900・901)

口縁部に rzJ ;1犬、胴部には上下二段の羊街状文が施される。

c類 (882・885・887・890・891・894・895・896・897)

口縁部の上部に納L、I皮み合わない羊歯状文中央に太い rzJ 状の羊i謝状文が施され、間には細か

L、連続刻日文が配されるものである。

d類 (355)
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口縁部に、 C字状渦巻文が展開し体下部に連続刻白文、日同部に校み合う羊脅状文が施される。

第 3 群土器(第123図215 ・ 216 ・ 217 ・第124図227 ・ 228、第125図230~241 ・ 243、第126図246 ・

251~259、第 127図 261~277、第128図、第129図、第130図、第131図、第132図、第133図347 ・

348、第134図349~352 ・ 356~359、第135図、第137図388~395、第138図397~409、第143図511~

517、第144図、第145図、第146図、第147図、第148図、第149図、第150図640~642、第152図692~

703、第153図、第160関822 ・ 823 ・ 830 ・ 833~840、第164図904~911、第165図)

大洞C1式土器を本群とした。器種には、深鉢、鉢、台付鉢、査、浅鉢、服、注口一土器がある口

I類土器:深鉢形土器を本類とした。施文様からa ~e 類に分類できる。

a類 (215・217)

仁1縁部に突起を有し、単節斜縄文のものである。

b 類 (388~390 ・ 393 ・ 394 ・ 396 ・ 397 ・ 406~408)

口縁部に平行沈線をめぐらし、下部は地文の単節斜縄文のものや、磨消し縄文による雲形文を施

すものなどがある。

c類 (398・399)

口縁部は磨消し無文帯で、頭部に 2~3 条の沈線がめぐるものである o

d類 (395・409)

口縁部に志郎、沈線によって C宇状文を施している。体部には陸線をめぐらし、その下部に平行沈

線文・磨消し縄文が施されるものもある。

e 類 (216 ・ 400~405)

口縁部に細し、平行沈線と連弧文を組み合わせた文様が展開するものである o

H類土器:鉢形土 ~~fを本類とした。施文様からa ~g 類に分類できる。

a 頼 (227 ・ 228 ・ 230 ・ 232~234 ・ 511 ~517 ・ 518~525)

仁!縁部の平行沈線開に連続刻日文が施され、体部は地文の単節斜縄文のものである。

b 類 (235 ・ 237 ・ 549~551 ・ 552~558 ・ 560~566)

消し無文帯で、胴部にめぐらした平行沈線問に連続刻l司文が施されるものである。 54

549~553は縦に 2 伺一対の突起がある。

c 類 (526~534 ・ 535~548 ・ 567 ・ 571 ・ 609)

小波状、平縁に縁をなし、口縁に狭い問問で、 2~3 条の平行沈線をめぐらすものである。 539

541のようにわずかに連続刻日文の施されるものもある。体部はすべて地文の単節斜縄文である。

d類 (568・569・572・573・611)

頚部は磨消し無文帯で胴部に平行沈線文がめぐるものと、 572のようにめぐらないものがある o

e 類 (574~597)

口縁部、胴部に連続刻 1=1文をめぐらし、胴ff[i平行沈線医!珂内や、体部全体に磨消し縄文による雲

-195 



形文・大腿骨文・ x字文などが施されるものである。

f 類 (598~608)

は磨消し無文帯で‘平行沈線で、医i現したTi叩には磨消し縄文による雲形文・大腿骨文などが施

されるものである。

g 類 (612 ・ 613~645 ) 

沈線i疋両内に謄消し縄文による雲形文@大腿骨文 .x字文 .K字文などが施されるものである。

641 ・ 643などのように1I1形口縁をなし、 1I1 形の r)<~fêÎ 文がみられるものもある。

E類土器:台付鉢形土慌を本類とした。随文様からa ~d 類に分類できる o

a類 (249• 25い 252• 254) 

口縁tfliの沈線開に連続刻日文がめぐる体日liは単節料縄文である o

b類 (255)

口縁に小さな山形突起を有し、口縁部、 に平行沈線文・連続刻1'=1文をめぐらし、その間に紺l

L、it%泉によって文様が施される。体部は単節斜縄文である。

c類 (253・257)

頚百11の沈線問に連続刻日文がめぐり、休部中央にめぐる平行沈線文との間には磨消し縄文による

横方向に流れるz字文が展開する。

d類 (259)

胴部・体部下端に平行沈線文がめぐり、器全面に磨消し縄文による雲形文 .x字文などが展開す

プア

心 。

N類土器:浅鉢形土器を本類とした施文様から a~e 類に分類できる o

a類 (308)

平縁で口縁部に連続刻日文が施される。体 ì'fl~ は地文の単節料縄文である o

b 類 (299~307 • 309~313 • 315 • 319 • 692~697 • 700~719 • 720~738) 

平縁のものが多いが、小波状仁1縁をなすものもある。口縁部には数条の平行沈線文がめぐり、沈

線開には連続刻 F'I文が施される。大腿骨文 .X 字文などが展開する。

c 類 (314 ・ 316 ・ 322 ・ 323 ・ 324 ・ 739~744 ・ 746~792 • 805) 

小波状口縁をなす。口縁日I1 には 2~3 条の平行沈線文がめぐり、体部には磨消し縄文による雲形

文・大腿骨文 .X 字文などが展開する。

d 類 (317 ・ 318 ・ 320 ・ 793~804 ・ 806 ・ 807)

平縁である。口縁部に 2~3 条の平行沈線文がめぐり、体部には磨消し縄文による雲形文・大腿
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骨'文 .x字文などが展開する。

e 類 (326~335 ・ 337 ・ 338 ・ 340~342 ・ 809~82 1)

口縁は平縁が多し、が、小波状・iJl形口縁をなすものもある。口縁部には 2~3 条の平行沈線文が

めぐり、体部は無文のものである。

V類土器:台付浅鉢形土器を本類とした。施文様から a~c 類に分類できる o

a類 (339)

口縁部に連続刻 1=1文がめぐり、体部は地文の単節斜縄文である o

b類 (336)

小波状口縁をなし、体育11には三三叉文・磨消し縄文による雲形文・ C字文などが展開する o

c類 (343)

小波状口縁をなし、 2条の平行沈線文がめぐる。体部は地文の単節斜縄文である o

M類土器:由形二1::加を本類とした。施文様から a~c 類に分類できる。

a類 (346・849)

口縁部に退化した羊街;伏文が一列に平行線化し、間に連続刻1"1文が施される。体部全面に磨消し

縄文様が展開する。

b類 (347・348・842・843)

小波状口縁をなし、仁i 縁部に 2~3 条の平行沈線がめぐる。体部は暦消し縄文により、雲形文­

z字文・横に長いC字状文などが展開する。

c 類 (349~352 ・ 833~841 ・ 844~848 ・ 850~852)

平縁で口縁立1)~こ 2~3 条の平行沈線がめぐる。体立rlは謄消し縄文により雲形文 . x字文などが展

開する。 833~835 ・ 840 ・ 841などは文様が底部にまでJ苗かれる。

vn類土器:査形土部を本類とした。

a 類 (262~268)

頭部は無文帯で体計[1全面に単節斜縄文が施されるものである。

b類 (860・861・863・864・866)

平行沈線開に連続刻I1文が施される。仁I縁日目、体行[1には暦消し縄文により雲形文 .x字文などが

展開する。

c 類 (293~298 ・ 862 ・ 865 ・ 867 ・ 868)

保全面に磨消し縄文による雲形文 .c字文 .x字文などが施されるものである。

d 類 (269~284 ・ 290)

頚、庁11 に 2~3 条の沈線がめぐり、口縁部、体部とも無文であり、よく磨かれるているものである

e 類 (286~289 ・ 291 ・ 292)

頭、立[1・肩ii'llの 4ケ所に縦長の癌を付し、隆線によって楕円状に 4単位に|天匝iされる。口縁部、体

円

iつ山
内
ノ

ω



日1;は無文でよく磨れている。

第ヰ群土器(第125凶244 ・第138図4 1O~436 ・第150図646~662 ・ 666 ・第162図869~875)

大同 Cz式土器を本群とした。器種には深鉢・鉢・壷形土器がある。

I 類土器:深鉢7f~土 ~~iを本類とした。施文様から a~e 類に分類できる o

a 類 (414~42 1)

11縁ifliに文様帯がある。 沈線により、弧線をHliくものである o

b 類 (422~427)

11縁r'mに文様升;;がある。沈線により弧線と菱形文が値されるものである。地文は中臼rJ斜縄文であ

る。

c 類 (428~435)

縁部に文様帯がある。王子行沈線開に矢羽根;1たe 綾杉状の文様が焔される。地文は単節斜縄文で

ある。

d類 (412• 413) 

沈線文@連続したC字文が施される o

e類 (410・411)

1[1形口縁をなし、口縁I1立下、

ている。

豆類土器:鉢形ーと加を本類とした。施文様から a~cl 額に分類できる。

に沈線文がめぐり、癌状の突起が付く。他は無文でよく麿かれ

a類 (244)

平行沈線で|天画した11号に沈線により矢羽根;Ikの文様が展開するものである o

b類 (640・645)

ILI形口縁をなし、

く展開する。

c 類 (647~658 ・ 662)

平縁でiて!縁に連続刻rl文 a 沈線丈が施される。沈線でiベ両したI汗jには癌状のづき起を有し、メカネ

消し無文帯で、ある。イ本部は磨消し縄文によるお字文・ C字文が横に長

状の1)([国文@背中台わせの C字文なとが施される。

d 類 (659~66 1)

平縁で平行沈線でiえ両した間に背中台わせのC字文が連続して展開するものである。

皿類土器 (869~875) 査形土器を本類、とした。平縁で 2~3 段の平行沈線文がめぐり、それを

連絡するように縦に 2~3 条の沈線文でK画されるものである。

第 5 群土器(第151図663~665 ・ 667~680 ・第163凶876~880)

大 j同 A式土日誌を本群とした。出種には鉢形三i二 ~h~ ・奇形士慌がある。

I 類土器 (663~665 ・ 667~680) :鉢形土誌を本類とした。仁!縁部に工字文が展開するもので三ち

口。つ山
円
/
山



る。 668は細長いメガネ状の医l酉文がみられる。

豆類土器 (876~880) 査形土器を本類とした。肩部に工字文が展開するものである。

多孔底土器(第168凶)

2点出土した。 77はr:::l縁部がわずかに欠損するが、形状からみてほぼ 6cm程の高さのようであり

火熱を受け、部分的に赤変し、もろくなっている。 78は底部の破)十である。77、 78 とも佳 7~8 阻の

努孔が多数行われている。孔は内側から外側に向って穿たれており、外側に出た粘土は指で押しつ

ぶして整形している。 深鉢形土器などとセットで「甑」のような機能を有すると考えられている。

土製lf111

ミニチュア土器(第166、 167凶50~53)

小形で手ずくねの ~I=f:fl:が大部分である。探種は、鉢、浅鉢、皿、台付皿、軍形土間、注口土器と

バラエティーにとんでし、る。一般に無文の土器に作りの雑なものが多い。 3、11、16、29、30、50

~53は文様も施され、作りもてし、ねいである。

土偶・土器(第169図 ~175図)

調査沢内で出土した二!二偶総数は、頭部・胴部・腕fm等を含めて、 164点である。これらは、主に

遺物包含物から出土した0

79は左手・左足が欠損している。体部に比べ頭 í'tr~が異様に大きく作り出されており、押[:Eによっ

て限高および口をくぼませて表現してし、る。 後頭部には粘土組を員IJii)付けて、監状に表現している。

80~90は遮光照土偶である。中空のもの (82~90) は透し彫りによって頭rm の装飾を表現している。

また頭部にはベンカラが:前布されている。 88の頭部装飾はアスフアルトによって接着されている 0

91・92は板状の土偶で、顔、は抽象的に作られている。また胸部は粘土貼付けによって表現している

93~102は頭部の土偶で、沈線および細L 、粘土利i によって眉@鼻・口等を表現している。 94の頬部

には沈線によって渦巻状の文様が拙かれてし、る。 103~105は沈線によって入組文状の文様が施され

ている板状の土偶であるが、 L、ずれも磨j戒が詩文 L¥， 、。 106~113は胸部から制部にかけての土偶であ

る。 110は中空のもので頚ií:/~ より体部中央にかけては磨消し縄文による縦方向の文様が、さらに屑

r'í:/~ およひ、腰部には沈線による渦巻文が施されている。下部には女性性徴がみられる。 121 ~139は肩

t'í:/j から胴庁/~にかけての土偶で、 125~139のように簡素な作りのものや、沈線によって渦巻文等が施

されるもの、また如j突文を施してし、るものなどがある。 114~120は腕部で連続した刻日文を施して

羊歯状文に類似する文様の効果を表すものもみられる。 140~149は肩八:日から手腕部で、半裁竹管状

工具による事IJ突文や、長田かく浅い刺突文を施すものなどがみられる。 152~169は板状の土偶で、頭

部・手腕部・ )Jl~J 部などが抽象的に表現されている、 11同 tf/~ には沈線による三叉状の陰刻文や竹管状工

具による京Ij突文等が施されている。頭部の陸線は髪を表現したものであろうか。 171~194は脚およ

び足部である。 171~173 ・ 175~179は中空である。刻み目を入れ指を表現しているものもある。

土菌:170は土問である。縦11.5cm、厚さ9mmの浅L、椀形を呈する。顔の表情は遮光器文様のタイ

229 -
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ブに属するものと考えられる。頭部には細し、粘土紐貼り付けにより波状の文様を作り出している。

額部には沈線による文様が儲かれている。 目良鰐のまわりは、粘土紐貼り付けによる隆帯に刺突文様

によって屑を表現している。目と口は横一文字:に閉じており、日の両端には細かし、車IJ突文が施され

てし、る。また頬から下顎にかけては、沈線による三叉状の文様が施されている。

スタンプ状土製品(者"n67図)

55は径 5cmを計る。上却にツマミ ;1たの突起を有し穿孔がある。上回に市III~ 、へラ状工具による文様

が施されている。 60は径3.6cmを計る。

土龍(第167図)

54は佳 4cmを計る中空の球状の土製Jjillである。中央に小さな穴、やや横にそれよりは少し大きな

穴が穿たれている。空洞内には鳴子と忠われる小さな二i二の塊まりが入っている。

腕輪状土製品(第168図)

8 点程出土している。共通してし、る点はゆるく弧状を呈し、両端に 1~2 余の沈線による溝が切

られたり、中心部に穿孔されたりすることである。沈線により文様が描かれる。河端の溝や、穿孔

庁r~ に γひも J を通して腕輪にしたと考えられる。

有孔円盤状土製品(第168図)

土問片を丸く打ち欠いて中央部に穿孔した土製品である。紡錘車としての機能が考えられる。

耳飾り(第177図)

2種類ある。 径1.3cm前後で、中央部に穿孔、全聞にベン力。ラがy:毛布される鼓状を呈するもの (235

~238) や最大幅2~2.5cmで側面からみると「キノコ」状を皐ーするものがある。 (234 ・ 240)

不明土製品(第167・177図)

形・機能の不明なものを一括して不明土製11113!とした。 56・57は粘土を慌;1)¥に手でまるめたもので

ある。 58は正面からみると亀形に見え、 i苛@手足がついている。背の部分に沈線による文様がみら

れる。 59は魚状に見え、中は空洞で側面に小穴が穿孔されている。土笛とも考えられる。 62は小さ

な刺突が全面に施されている。

石製品(第176・177図)

遺構外出土の石製11!?lは大出分が造物の包含層から出ことした。

勾玉 7点出土してし、る。最大の206は長さ5.1cmを計る。 2条刻みを施し、両国から穿孔してい

る。 212は最小で、長さ1.8cmである。

小五:15点出土している。佳 8cm~1.6cmまでパラエティーがある。最も集中するのは径lcm前後

である。 223・224は管玉状を呈している。

ボタン状器製品 2点出土している。 224は径3.1cm、230は箆3.9cmを汁る。きれし、に暦かれてお

り、 21国並列じ穴が穿たJれてし、る。

-241-
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不明お製品:231・232はILJ形を呈する石製品である。 233は楕円形を呈する総色凝灰岩の中心部

に両面から穿孔を施している。

遺構外出土石器

調査区内から出土したブレイクを除く石器は、総数2，349点を数え、そのうち最も多いのが石錬

と石匙で以下、磨製石斧・石錐・石槍・石剣・くぼみ石等である。

石鍛(第178・179図)

総数1，047点を数え、出土石諒中約45%を占める。形態的には I類無茎銀、豆類有茎飯、盟頼尖

基鉱に分けられ、耳類が全体の93%を市める。

I類

A 基古I~ に扶入があるもので、快入が浅L 、もの。

B 基部に挟入があり、曲線的なもの。

c 基部に快入があり、扶入が深いもの。

D 基部が直線的なもの O

E類

A 基部が直線的なもの O

B 基部が突出するもの。

c 基部が丸味をおびているもの。

阻類

形態的には石錐に類似しているが、断面形が石錐とは異なり楕円形を呈している。

~ 
IA I B I C ID IIA IIB IIC E 

アスフアルト付若 2 8 55 6 

}、l、i、 数 11 40 5 12 4 149 28 

} 、i、i、 数 13 48 5 12 4 2 204 34 

石錐(第179・180関)

石錐は179点出土している。形態的には次のように分類される o

I 類:つまみm~ と体状の錐部からなり、錐i4:1~ が比較的長 L 、もの

E類:つまみ部と短L、錐汚名からなるもの。

田A類:細身の体:1犬からなるもの

田B類:体状のもので中央部に突起を有しているもの O

石匙(第180~183図)

石匙は322点出土しており、そのうち償型が206点で64%を占めている。形態的には I類:縦型石

n，J
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アスファ jレト付着 5 

，出、、、 数 98 39 33 4 

総 }、、1、 数 103 39 33 4 

分類模式凶 J ぷう ぷ込 ム
一一一一~乏空 IA 1 BI 1 B2 IC ID 立B IIC 盟

アスフアルト付着 2 3 23 96 37 7 

r:::、-、5、 数 3 17 14 93 397 293 59 

総 }、1、i、 数 b 17 116 493 330 68 

匙、 n類:横型石匙、国類:1 . n類の中間型態のもの、に分類され、刃部の構成により細分され

る。

IA類:背固と主要剥離面に、第1次剥離面を残し、刃部の片方だけに調整を施すもの

1 Bl類:刃部が 2縁辺からなるもの

IBz類:刃部の一端が鋭く尖がるもの

IC類:刃部が 3縁辺からなるもの

ID類:上記以外のもの

nB類:刃日liが 2縁辺からなるもの

nc類:刃庁[)が3縁辺からなるもの
石檎(第184図)

石槍は131，点出士した。形態的には基部に菜を作り出しているものと、木葉形を呈するものの 2

つに分類される。

I 類(178~180)

基;I'~=ri に茎を作り出しているもので13点出土している。

豆類 (181~185) :木葉形を旦するもので118点出土している。

擁形状石器(第184図)

平雨形が接形を皇し、一端に刃却を作り出している石器で、小形のものを含めて18点出土してい

る。小形援形状平1(i}iは大きさが1.5~2. Ocmのもので4点出土している。

ヘラ状石器(第185図)

平而形が援形あるいは短冊形を呈し、一端に刃1';.じをつくりだす行部である。 15点出土している。

掻器・削器(第185図)
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掻器.f.蚤問状石加および内IJ7，7l:・月IJ器状石器は63点目I土してし、る。

鋸館縁石器(第185国)

304 

305 

半月状をなすもので、両面加工である。上半にアスフアルトが付着しているものもある。 9点出

土している。

磨製石斧(第186~191 図)

長さ 3cm前後から 5cm前後の小形磨製石斧44点、長さ 8cm前後から15cm前後のものが172点、総数

21点出土している。大部分が両刃であり、片刃のものはわずかしかなし、。

打製石斧(第193図)

打製石斧は16点出土している。援形および短冊形を呈している。

独鈷石 (192図)

1点出土している。破損11flである。重量480g

活費~ (第194~197図)

石剣は189点出土しているが、完形ild1はない。把部を有するものの中には、刻線(沈線)によっ
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て文様を作り出しているものがある。

石万(第198図)

1 側縁が刃青I~ をなし、 i新聞が捻形を呈する。いず';}L も破損lfll で'21点出土している。

石棒(第199図)

全長35cm以と、重量12kgをこえる大形のものを含め 3点出土しているが、し、ずれも破損11flである

石錘(第200国)

有蒋石錘・管状石錘、合わせて 4点出土している。

浮子状石器(第200関)

i!i王石を加工して、一方に孔を穿っている。

くぼみ石(第201~203図)

完形lull、破損flI11あわせて49点出土している。くぼみ部が数ケ所、片面のものがある。

磨石(第204 ・ 2051~)

23点出土していゆ。磨町および側聞の-r"fli分にベンガラの付着しているものもみられる。

お血(第207・208図)

すべて破損111111て"13点出土している。中央部がくぼみ、良く磨れている。中央部に二次的使用に
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よって叫t状炭化物がH~守してし、るものもある。

円盤状石製品(第2061河)

である。

{扇子た千iを"I，j而カミら泣く打ち欠L、て円形に!JflTしたもので、 20点!+.J1十:してし、る。 iI'l{王は 4~ 8 cm 
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まとめ

一縄文時代中期一

住居跡について

本遺跡では西から入り込んだ沢の南側台地の東端部に15軒の竪穴住居跡を検出したが、その大半

はi抱j切の土拡墓によって壁、床百i等がこわされている。住居跡は情円形フランを呈するもの(1号・

4号・ 5号・ 6号・ 7号・ 8号・ 9号・ 15号住民跡)が主体で、円形を呈するもの(2号・ 3号・

13号住居跡)もある。 10号・ 11号・ 12号・ 14号住居跡については晩期の士墳墓、削平によってこわ

されており不明である。 15号住居跡を除いて住民内に炉が検出さ;hた。炉は石間L、炉(5 ~予住12跡)

と複式炉の形態の炉ーがある。複式炉は次の 4タイフに分類される。

①石間土器埋設 t'fl~+石組掘り込み tm 十掠り込みr'1I~ (1号・ 2号住居跡)

②壬:1凶土器埋設部+掘り込み在日(8号・ 13号住居跡)

③石間土器理設部→一石組fm(14号住居跡H期炉)

器:f:JUt支部十掘り込み点目(3号・ 4号・ 6号・ 7号・ 9号・ 10号・ 1P子・ 12号・ 13号)

1号・ 2・3号・ 4号・ 14号住居跡ではそれぞれ炉の作り替えが認められる。 1号・ 2号住居跡で

は新i日二時期認められた。 1号住居跡ではIIrt月めの炉を工期の炉よりも拡張(埋設土器の位置を外

側へ、掘り込み部を南側へ替えている) している。 2号住居跡でも H期めの炉を 1Jpjの炉よりも拡

張(埋設土器の位置を東側へ、掘り込み部も東側へ替えている)している。 1号・ 2号住居跡とも

宜期炉の拡張に伴L、住居を一111Jり大きく拡張したものと考えられる。 3号住居跡で、は新旧三三時期の

作り替えが認められた。いずれも炉の形態は同様のもので、 IJ明一中央やや北寄り、 E期一南側、

田期一埋設土器を北西に移行、と位置を変えている、 4号{主何跡では新!日二時期認められた。 1. 

IIJ羽とも炉の形態は同じで、中央東側に位置していた!日炉の廃棄後、貼り床が施され新炉をif-J側に

構築している。 14号住居跡では新i日関係については不明であるが、形態を異にする二時期jの炉が認

められた。 工期一北東部に位置し、埋設士掠と焼土が認められた。 II期一中央部に位宜し、石匪I¥.、

土問埋設 i'fl~ と石組部が認められた。本遺跡での住屑跡の炉の作り待えは、少数例ではあるがこれま

で台地上計画地域内の調査で確認されている炉の変選、すなわち複式炉→石田い炉、複式炉→石間

土器埠設炉、複式炉→土器埋設炉、土器埋設炉→石間い炉とし、う関係は把握できなかった。
1 

炉埋設土器は 1号・ 2号・ 3号・ 6号・ 7号・ 8号・ 10号・ 13号・ 14号住居跡で認められ、 4~j-・

5号.9号・ 11号・ 12号・ 15号住居跡では、晩期の土J)l主主主によってこわされたり、 t友き取り等があ

り不明である。炉埋設土器および床面出土の土器を竪穴住民跡の時期決定の決め子とするならば、

1号・ 2号・ 3号・ 6号・ 7号・ 8号・ 10号・ 13号・ 14号住居跡は大木10式}悶に位置づけられる。

出土土器について

本遺跡から出土した縄文時代中期の土器は数量:にして整理用コンテナ 5箱ほとである。ここでは
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1 f洋土器、日群土器について考えてみたL、。

I群土器は沈線医匝iの磨消し帯、あるいは経線と磨消し帯による曲線的な文様をなす土器でiJJ、

逆 iCJ字;伏などが展開される。大木10式期に位置づけられる。

rr7洋土器 1類は撚糸文による網目立;燥が展開することから十腰内I式Jmに比定できるものである。
2煩は備状工具による平行沈線で流水文を展開している土器で、地方遺跡の南西方向約1.7kmに位

置する坂ノ上遺跡A地i手ごも同様の土器が出土している o 関東地方におけh る堀之内 I式期併白土

器と考えられる。

一晩期一

遺構について

地方遺跡のI~ÉJl)j の;ÌlliJ持は竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土JJ.L~阜、土JJt\がある。中でも土J]l:，慕は総数

559基と圧倒的に多L、。ここで、は主に土拡墓について概観し、さらに拡菜との関連から竪穴住居跡

掘立柱建物跡につし、ても若干触れてみたL、。

本遺跡で発見された土拡墓は大きく東地区と同地区に分れる。分布する地区をみると遺跡、の北側

から南側に入ってくる 3 本の沢が立地に影響を与えていると思われる。二i二拡墓は I 群カ￥ら町;fi~~ まで

分けることが可能である。 1. rr群は遺跡の凶側に位置し、北側カミら入る大きな沢の西側平現地に
造られてし、る。 1群は北束、 E群は南東にのび楕円形を形成する。 I.rr群の!日1には空間地域がみ
られる。固 .N群は東側に位置する。もともとは北側カミら南側に深く沢が入っており、沢の東側緩

斜面ーから平坦地にかけーて困群、さらに東側にN群がj告られている。匝群は最も密集して土拡墓が発

見され、その分布状態をみると円形を呈する。さらに細かくみるとところどころに空間領域がみら

れ、複雑に重複しているが20~50基位の単位でまとまりがし、くつかあるように官、われ便宜状A~M

までの小群に分類してみた。

てj二 j志墓の形態、についてみると I~VI群とも共通している。プランは楕円形 515 基、隅丸長方形14

基、不明26基で、楕円形を呈するものが圧倒的に多L、。規模は長軸が50~194cm、短軸30~110cm 、

確認面からの深さ 5~63cmの中に入り、平均値を求めると長軸119.5cm、短軸67.8cm、深さ 27.3cmで

ある O長車r13方向はN20
0

W~ N20
0 

E -27基(北)、N20
0

W~ N60
0 

W-203慕(北西)、N200 E ~ N600 E 

-86基(北東)、N60
0

W~ N110
0 

W-176基(西)、N60
0

E ~ N110
0 

E -47基(東)であり、北西、 i~

に長軸方向をもつものが非常に多いことがわかる。土拡墓内にベンガラが認められるものがある o

1 . rr群99基中19基、回群440基中95基にみられ、位置は士JJt¥墓内の中央~西・北西部にあるもの
が多L、。玉類、耳飾り、腕輪などの副葬品が出土する土拡墓はI群-3基、 H群-4基、臨群-51

基程認められる。また、ベンカラと高Ij葬ifillが共にみられるものはI群-2基、 H群-2基、国群-

13基ある。上里葬頭位につし、ては、ベンガラが頭部、胸部などにふりまかれたもので‘あれば、問、北
(il: 5) 

問、北頭位が多L、ことが考えられる。ただ人骨の出土がなく明確には不明である。
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縄文時代晩期の土拡墓・竪穴住居跡¥掘立柱建物跡

1 .国群に竪穴H:J丙跡が 1ll!+ずつ土拡慕に隣接して検出されている。他に10~J山の{主}百JØJíは発見さ

れておらず、集落とは考えがたい。 2号住居跡は床而が赤黒く 3層にわたって焼面を形成している。

これらは土拡慕と密接な関係にある施設と思われる。また1Blに隣接して 5棟の l間X 11間の掘立

柱土li物跡がありこれも土拡慕との関連で考えられるかも知れなL、。

土器について

地方遺跡晩期の出土遺物には土器、石日号、土製II1111 、 1~i製 I11Il! などがある。土器は土J!t 慕匝群の西側

にある沢頭から集中して出土しており、沢は土慌のJ17場!切な場所としての使用が考えられる。出土

量は絵理用コンテナで約600箱を数える。大洞B、B-C、C1、C2-... A式の各型式が出土してい

るが、表 1のように資料として抽出した士器についてみると大澗B、 C2" A式の出土量が非常に

少なく、大洞B-C、C1式が圧倒的に多L、。中でも大11司C2式は約3700片を数え最も多L、。次に出

土士宮;Jの器種をみると深鉢、鉢、台付鉢、浅鉢、台{，j-浅鉢、 lLfL、筆、(J:J~I 土問、香炉形土器などが

ある。器種別の出現率を出土量の多い大洞B-C、C1式土問につし、てλ ると )(11)1JB… C式では、

鉢40.7%、浅鉢41.5%、壷5.5%、 H: 口土r.:~9.4 %でこの 4出種で90%以上を占める。大11司C1式

では、鉢47.1%、浅鉢42.2%、査 2.5%、 n~ J_J土器が4%で大11司B-C式同様4昔日種で90%以 tを

占める。中でも鉢、浅鉢の出現率が大洞B C、C1式では全体の40%上j、tであり、 Jt倒的にこの

2器種が多いことカイっカ通る。

大洞B-C、C1土慌の鉢、浅鉢の口縁部文様帝に変化が認められる。第rrtll土即日茸ia ~ c類

のようにいわゆる羊歯状文カミら E 、 F~芽!の羊歯;伏文が簡素化され j邑化し、平行線となりそのI= Tに

連続刻日文が施されるものへと変化がみられる。大洞 C 1 式土器で、は第血群 E 類土器a~c 類、 N類土

-278-



川 000
器 a、 b額の平行沈線文と連続亥Ij

LI 文が施されるものと、 E 実L~ld ~ 

3，500 
f 類、 N類 c~e 額のように仁i紋

ifljが無文、あるし、は 1~2 条の平

ui光線文が施されるものがある。 3，0∞

以上遺構と出土土器につし、て事

実関係に基づし、て簡単にまとめて九日り

みた。地方泣跡は)¥.1同B-C、C1

式JtHを中心とした墓地跡で、ある。 じり00

晩期の葬制については不明な部分

が多く、本遺跡が提供する資料を

さらに細かく検討してみたL、。

このような変化が認められること

は大洞B-C、C1式土器科n¥年を進乙5凶

める上で、良好な資iqになるものと

忠、jっhる。 2，α)0 

B-C B司 C(新) C， C勺 A 同
H
川

円
円
μ不

表 1 地方遺跡における 表土出

己主 1. 1秋UJ新都市|出発整備事業関係i型蔵文化財発掘調査報告書J 地蔵!flB，I立跡、台A遺跡、湯ノ

沢 I遺跡、湯ノ沢Fj立跡 1986年 3月 秋田市教育委員会

ftt 2 .葛凶 励 1+))嬰内I式土13の科nI{i三1'1'')部11';士J 1979年11月 北奥古代文化第11号ー

jrt!lJ，下足 j立E市
言託主 3. 1円ノ4小刊刊jト川川、J中pi附J

【J計託;討詑!七二 4. 型野['1μi 義陪磨2哨科制n品1¥ 1司市崩紺i出日文 7士1:-.二2出;任;υj大u成或一f後走}期明」

1976年 3月 秋山市教育委員会

1981年 j背談社

三1:5.市ち勲 1JJ~ 色の!日U，lifJ 1984年11月 季ru考古学第 9Yj-
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西側遠景

西側近景

図版 1



東側遠景

東側近景

図版2



2号住居跡 {雨ー}

図版3
縄文時代中期
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